
一般社団法人日本結核病学会定款

平成 25 年 3 月 27 日作成

第 1章　総　　　　則

ʢ名称ʣ

第 1条　当法人，一般社団法人日本結核病学会ͱ称͢Δ。

ʢ目的ʣ

第 2条　当法人，結核及びそͷ関連領域ʹ関͢Δ研究ͷ促進を

図Γ，ͬͯ国民ͷ健康ͷ૿進ʹ寄与͢Δ͜ͱを目的ͱ͢Δͱ

ͱʹ，そͷ目的ʹ資͢ΔͨΊ，次ͷ事業を行う。

1　研究発表会，学術講演会等ͷ企画，立案，運営及び実施ʹ関

͢Δ事業

2　会誌，研究文書等ͷ企画，製作，編集，刊行，販売及び輸出

入ʹ関͢Δ事業

3　結核及びそͷ関連領域ʹ関͢Δ研究ͷ促進並びʹそΕΒʹ

関わΔ研究者等ͷ育成ͷͨΊͷ教育及び研修ʹ関͢Δ事業

4　結核及びそͷ関連領域ʹ関わΔ国，地方公共団体，公的機関

等へͷ連絡，調整，勧告及び提言ʹ関͢Δ事業

5　結核及びそͷ関連領域ʹ関わΔ国内外ͷ個人，学術団体等ͱ

ͷ連絡，協力，支援，調整，連携及び交流ʹ関͢Δ事業

6　各種検定，資格試験ͷ企画，運営，実施及び資格認定，付与

ʹ関͢Δ事業

7　学会賞ͷ授与，表彰等ͷ各種イϕンτͷ企画，運営及び実施

ʹ関͢Δ事業

8　前各号ʹ附帯又関連͢Δ一切ͷ事業

ʢ主ͨΔ事務所ͷ所在地ʣ

第 3条　当法人，東京都港区ʹ主ͨΔ事務所を置く。

ʢ公告方法ʣ

第 4条　当法人ͷ公告，電子公告ʹ͓いͯ͢Δ。電子公告ʹΑ

Γ難い事情ͷあΔͱ͖，官報ʹ掲載しͯ͢Δ。

第 2章　会　　　　員

ʢ入会，会員区分及び代議員ʣ

第 5条　当法人ͷ会員 8種ͱ͢Δ。

ʢ1ʣ正会員　当法人ͷ目的ʹ賛同しͯ入会しͨ医師，医科学

研究者及びそͷ他ͷ関連職種従事者。

アʣ単年度会員　正会員ͷうͪ，単年度を期限ͱしͯ入会

しͨ者を，特ʹ単年度会員ͱ͢Δ。

ʢ2ʣエキεパーτ会員　当法人ͷ目的ʹ賛同しͯ入会しͨ看

護師，准看護師，保健師，理学療法士，栄養士・管理栄養

士，薬剤師，臨床検査技師，そͷ他，認定制度委員会͕認

Ίͨ資格を有͢Δ者Ͱ，エキεパーτ会員を希望͢Δ者。

学会誌ͷ提供を受͚Δ権利有さͳい͕，電子版学会誌ͷ

閲覧及び会員ϗームϖーδͷ閲覧ͷ権利を有͢Δ。

ʢ3ʣ学生会員　当法人ͷ事業ʹ関心を持ͪ入会しͨ大学等ͷ

学生。

ʢ4ʣ名誉会員，功労会員　当法人ͷ事業ʹ多大ͷ貢献をし，

社員総会ͷ決議をͬͯ推薦さΕͨ個人。

ʢ5ʣ特別名誉会員　我͕国ͷ結核及びそͷ関連領域ͷ研究あ

Δい活動ʹ顕著ͳ貢献をし，社員総会ͷ決議をͬͯ推

薦さΕͨ医師及び医科学研究者等。

ʢ6ʣ団体会員　当法人ͷ事業ʹ関心を持ͪ入会しͨ，大学そ

ͷ他ͷ研究機関ʹ͓͚Δ図書館等ͷ附属施設ͷ運営団体。

ʢ7ʣ賛助会員　当法人ͷ目的ʹ賛同し，当法人ͷ事業を賛助

͢ΔͨΊʹ入会しͨ個人及び団体。賛助会員，学会誌ʢ総

会抄録号を含Ήʣͷ提供，学会誌アーカイブ閲覧ͷ IDパ

εワーυ付与，及び無料ͷ総会参加証ͷ提供を受͚Δ権限

を有͢Δ。

アʣ単年度賛助会員　賛助会員ͷうͪ，単年度を期限ͱし

ͯ入会しͨͷを，特ʹ単年度賛助会員ͱ͢Δ。

2　当法人ͷ会員ͱͳΔʹ，理事会͕別ʹ定ΊΔͱ͜ΖʹΑΓ

当法人ͷ理事会ʹ申し込Έ，そͷ承認を受͚ͳ͚ΕͳΒͳ

い。ͨͩし，名誉会員，功労会員及び特別名誉会員ʹ推薦さ

Εͨ者͜ͷ手続を要ͤͣ，本人ͷ承諾をͬͯ会員ʹͳΔ

ͷͱ͢Δ。

3　当法人，概Ͷ正会員100人ͷ中͔Β7人ͷ割合をͬͯ選

出さΕΔ代議員をͬͯ一般社団法人及び一般財団法人ʹ関

͢Δ法律ʢ以下ʮ一般法人法ʯͱいう。ʣ上ͷ社員ͱ͢Δʢ端

数ͷ取扱いʹͭいͯ理事会Ͱ定ΊΔʣ。

4　代議員を選出͢ΔͨΊ，正会員ʹΑΔ代議員選挙を行う。代

議員選挙を行うͨΊʹ必要ͳ細則理事会ʹ͓いͯ定ΊΔ。

5　代議員，正会員ͷ中͔Β選ΕΔ͜ͱを要͢Δ。正会員

，前項ͷ代議員選挙ʹ立候補͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δ。

6　第4項ͷ代議員選挙ʹ͓いͯ，正会員他ͷ正会員ͱ等しく

代議員を選挙͢Δ権利を有͢Δ。理事又理事会，代議員

を選出͢Δ͜ͱͰ͖ͳい。

7　第 4項ͷ代議員選挙，4年ʹ 1度実施͢Δ͜ͱͱし，代議

員ͷ任期，選任ͷ 4年後ʹ実施さΕΔ代議員選挙終了ͷ時

·Ͱͱ͢Δ。ͨͩし，代議員͕社員総会決議取消しͷ訴え，

解散ͷ訴え，責任追及ͷ訴え及び役員ͷ解任ͷ訴えʢ一般法

人法第 266 条第 1項，第 268 条，第 278 条，第 284 条ʣを提

起しͯいΔ場合ʢ一般法人法第 278 条第 1項ʹ規定͢Δ訴え

ͷ提起ͷ請求をしͯいΔ場合を含Ή。ʣʹ ，当該訴訟͕終結

͢Δ·Ͱͷ間，当該代議員社員ͨΔ地位を失わͳいʢ当該

代議員，役員ͷ選任及び解任ʢ一般法人法第 63 条及び第

70条ʣ並びʹ定款変更ʢ一般法人法第 146条ʣʹͭいͯͷ議

決権を有しͳい͜ͱͱ͢Δʣ。

8　代議員͕欠͚ͨ場合又代議員ͷ員数を欠く͜ͱͱͳΔͱ

͖ʹ備えͯ補欠ͷ代議員を選挙͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δ。補欠ͷ代

議員ͷ任期，任期ͷ満了前ʹ退任しͨ代議員ͷ任期ͷ満了

͢Δ時·Ͱͱ͢Δ。

9　補欠ͷ代議員を選挙͢Δ場合ʹ，次ʹ掲͛Δ事項併ͤͯ

決定しͳ͚ΕͳΒͳい。

ʢ1ʣ当該候補者͕補欠ͷ代議員ͰあΔ旨

ʢ2ʣ当該候補者を 1人又 2人以上ͷ特定ͷ代議員ͷ補欠ͷ

代議員ͱしͯ選任͢Δͱ͖，そͷ旨及び当該特定ͷ代議

員ͷ氏名

ʢ3ʣ同一ͷ代議員ʢ2以上ͷ代議員ͷ補欠ͱしͯ選任しͨ場

合ʹあͬͯ，当該 2以上ͷ代議員ʣʹ͖ͭ 2人以上ͷ補
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欠ͷ代議員を選任͢Δͱ͖，当該補欠ͷ代議員相互間ͷ

優先順位

10　第 8項ͷ補欠ͷ代議員ͷ選任ʹ係Δ決議͕効力を有͢Δ期

間，当該決議後 4年以内ʹ終了͢Δ事業年度ͷうͪ最終ͷ

ͷʹ関͢Δ定時社員総会ͷ終結ͷ時まͰͱ͢Δ。

11　代議員ͷ再任，͜Εを妨͛ͳい。

12　代議員，社員総会ͷ決議ʹΑͬͯ解任͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δ。

13　代議員，無報酬ͱ͢Δ。

14　正会員，一般法人法ʹ規定さΕͨ次ʹ掲͛Δ社員ͷ権利

を，社員ͱ同様ʹ当法人ʹ対ͯ͠行使͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δ。

ʢ1ʣ一般法人法第 14 条第 2項ͷ権利ʢ定款ͷ閲覧等ʣ

ʢ2ʣ一般法人法第 32 条第 2項ͷ権利ʢ社員名簿ͷ閲覧等ʣ

ʢ3ʣ一般法人法第 57 条第 4項ͷ権利ʢ社員ͷ議事録ͷ閲覧

等ʣ

ʢ4ʣ一般法人法第50条第6項ͷ権利ʢ社員ͷ代理権証明書面

等ͷ閲覧等ʣ

ʢ5ʣ一般法人法第52条第5項ͷ権利ʢ電磁的方法ʹΑΔ議決

権行使記録ͷ閲覧等ʣ

ʢ6ʣ一般法人法第129条第3項ͷ権利ʢ計算書類等ͷ閲覧等ʣ

ʢ7ʣ一般法人法第 229 条第 2項ͷ権利ʢ清算法人ͷ貸借対照

表等ͷ閲覧等ʣ

ʢ8ʣ一般法人法第 246 条第 3項，第 250 条第 3項及び第 256

条第 3項ͷ権利ʢ合併契等ͷ閲覧等ʣ

ʢ経費ͷ負担ʣ

第 6条　会員，当法人ͷ目的を達成͢ΔͨΊ，そΕʹ必要ͳ経

費を支払う義務を負う。

2　会員社員総会ͷ定ΊΔͱ͜ΖʹΑΓ，入会金及び会費を納

入͠ͳ͚ΕͳΒͳい。

3　第1項及び第2項ͷ規定，名誉会員，功労会員及び特別名

誉会員ʹ適用͠ͳい。

4　入会金及び会費ͷ額社員総会ʹ͓いͯ定ΊΔ。

5　納付ͨ͠入会金及び会費，理由ͷ如何を問わͣ返還͠ͳ

い。

ʢ休会ʣ

第 7条　会員͕休会͠Αうͱ͢Δͱ͖，期間及び理由を付ͯ͠

休会承認願を理事長ʹ提出͠ͳ͚ΕͳΒͳい。

2　理事長，正当ͳ理由͕あΔͱ認ΊΔͱ͖，休会を承認

͠，͔ͭ会費を免除͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δ。休会ͷ期間会員歴

ʹ算入͠ͳい。

ʢ任意退会ʣ

第 8条　会員，理事会ʹ͓いͯ別ʹ定ΊΔ退会届を提出͢Δ͜

ͱʹΑΓ，任意ʹいͭͰ退会͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δ。

ʢ会員資格ͷ喪失ʣ

第 9条　会員͕次ͷ各号ͷ一ʹ該当͢Δ場合ʹ，そͷ資格を喪

失͢Δ。

ʢ1ʣ退会ͨ͠ͱ͖

ʢ2ʣ後見開始又保佐開始ͷ審判を受͚，成年被後見人又

被保佐人ʹͳͬͨͱ͖

ʢ3ʣ死亡，若͠く失踪宣告を受͚，又解散ͨ͠ͱ͖

ʢ4ʣ会費ͷ納入͕継続ͯ͠ 2年以上さΕͳ͔ͬͨͱ͖

ʢ5ʣ除名さΕͨͱ͖

ʢ除名ʣ

第 10条　会員͕次ͷ各号ͷ一ʹ該当͢Δ場合ʹ，社員総会ʹ

͓いͯ正会員ͷ総数ͷ 3分ͷ 2以上ͷ議決ʹ基ͮいͯ除名͢Δ

͜ͱ͕Ͱ͖Δ。͜ͷ場合，そͷ会員ʹ対͠，あΒ͔͡Ί通知͢

Δͱͱʹ，議決前ʹ弁明ͷ機会を与えͳ͚ΕͳΒͳい。

ʢ1ʣ本会ͷ定款，規則又社員総会ͷ議決ʹ違反ͨ͠ͱ͖

ʢ2ʣ本会ͷ名誉を傷付͚，又目的ʹ反͢Δ行為をͨ͠ͱ͖

ʢ会員資格喪失ʹ伴う権利及び義務ʣ

第11条　会員͕前3条ͷ規定ʹΑΓそͷ資格を喪失ͨ͠ͱ͖，

当法人ʹ対͢Δ会員ͱͯ͠ͷ権利を失い，義務を免ΕΔ。代議

員ʹͭいͯ，一般法人法上ͷ社員ͱͯ͠ͷ地位を失う。ͨͩ

͠，未履行ͷ義務，͜Εを免ΕΔ͜ͱͰ͖ͳい。

第 3章　社　員　総　会

ʢ種類ʣ

第 12条　当法人ͷ社員総会，定時社員総会及び臨時社員総会

ͷ 2種ͱ͢Δ。

ʢ構成ʣ

第 13条　社員総会，代議員をͬͯ構成͢Δ。

2　名誉会員及び功労会員，社員総会ʹ出席͠，議長ͷ了解を

得ͯ意見を述べΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δ。

ʢ総会ͷ権限ʣ

第 14条　社員総会，法令ͷ定ΊΔ事項ͷほ͔，入会金及び会

費ͷ額ʹͭいͯ決議͢Δ。

ʢ開催ʣ

第 15条　定時社員総会，毎年 1回，毎事業年度終了後 3ヶ月

以内ʹ開催͠，臨時社員総会，必要͕あΔ場合ʹ開催͢Δ。

ʢ社員総会ͷ招集ʣ

第 16条　社員総会，法令ʹ別段ͷ定Ί͕あΔ場合を除͖，理

事長͕招集͢Δ。

2　総社員ͷ議決権ͷ5分ͷ1以上を有͢Δ正会員，理事長ʹ

対͠，社員総会ͷ目的ͰあΔ事項及び招集ͷ理由を示ͯ͠，

社員総会招集ͷ請求を͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δ。

3　理事長，社員総会ͷ日ͷ2週間前まͰʹ，各社員ʹ対ͯ͠

招集通知を発͠ͳ͚ΕͳΒͳい。

ʢ社員総会ͷ議長ʣ

第 17条　社員総会ͷ議長，そͷ社員総会ʹ͓いͯ，出席ͨ͠

社員ͷ中͔Β選出͢Δ。

2　理事長ʹ事故͕あΔͱ͖，理事会ʹ͓いͯあΒ͔͡Ί定Ί

ͨ順序ʹΑΓ他ͷ理事͕議長ʹͳΔ。

ʢ議決権ͷ数ʣ

第 18条　社員，各 1個ͷ議決権を有͢Δ。

ʢ社員総会ͷ決議ʣ

第 19条　社員総会ͷ決議，法令又定款ʹ別段ͷ定Ί͕あΔ

場合を除͖，総社員ͷ議決権ͷ過半数を有͢Δ社員͕出席͠，

出席ͨ͠当該社員ͷ議決権ͷ過半数をͬͯ行う。
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2　社員総会ʹ出席Ͱ͖ͳい社員，あΒ͔͡Ί通知さΕͨ事項

ʹͭいͯ，書面若͠く電磁的方法をͬͯ議決権を行使͠，

又代理人ʹΑͬͯ議決権を行使͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δ。

3　前項ͷ規定ʹΑΓ表決ͨ͠社員，第1項ͷ規定ͷ適用ʹͭ

いͯ出席ͨ͠ͷͱΈͳ͢。

4　前項ͷ規定ʹ関わΒͣ，次ͷ議決，総社員ͷ半数以上Ͱ

あͬͯ，総社員ͷ議決権ͷ 3分ͷ 2以上ʹ当ͨΔ多数をͬ

ͯ行う。

ʢ1ʣ会員ͷ除名

ʢ2ʣ代議員ͷ解任

ʢ3ʣ監事ͷ解任

ʢ4ʣ定款ͷ変更

ʢ5ʣ解散及び合併

ʢ6ʣͦͷ他法令Ͱ定Ίͨ事項

ʢ議事録ʣ

第 20条　社員総会ͷ議事ʹͭいͯ，法令Ͱ定ΊΔͱ͜ΖʹΑ

Γ，議事録を作成͢Δ。

2　前項ͷ議事録ʹ，議長及び当該社員総会ʹ͓いͯ選任さΕ

ͨ議事録署名人 2人以上͕署名又記名押印͠ͳ͚ΕͳΒ

ͳい。

第 4章　役　員　等

ʢ役員ͷ員数ʣ

第 21条　当法人ʹ，次ͷ役員を置く。

ʢ1ʣ理事 15 名以上

ʢ2ʣ監事 2名又 3名

2　理事ͷうͪ，1名を代表理事ͱ͠，代表理事をͬͯ理事長

ͱ͢Δ。

3　理事ͷうͪ，当法人ͷ業務を執行͢Δ理事ͱͯ͠常務理事3

名以内を選定͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δ。

ʢ役員ͷ選任ʣ

第 22条　役員社員総会ͷ決議ʹΑͬͯ選任͢Δ。

2　理事長及び常務理事，理事会ͷ決議ʹΑͬͯ選任͢Δ。

3　監事，当法人又ͦͷ子法人ͷ理事若͠く使用人を兼Ͷ

Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͳい。

ʢ理事ͷ職務権限ʣ

第 23条　代表理事，当法人を代表͠，ͦͷ業務を執行͢Δ。

2　常務理事，代表理事を補佐͠，当法人ͷ業務を分担執行͢

Δ。

3　理事長及び常務理事，事業年度毎ʹ4ヶ月を超えΔ間隔Ͱ

2回以上，自己ͷ職務ͷ執行ͷ状況を理事会ʹ報告͠ͳ͚Ε

ͳΒͳい。

4　理事長͕欠͚ͨͱ͖又理事長ʹ事故͕あΔͱ͖，常務理

事͕ͦͷ職務を代行͠，執行͢Δ。

ʢ監事ͷ職務権限ʣ

第 24条　監事，理事ͷ職務ͷ執行を監査͠，法令Ͱ定ΊΔͱ

͜ΖʹΑΓ，監査報告を作成͢Δ。

2　監事，いͭͰ，理事及び使用人ʹ対ͯ͠業務ͷ報告を求

Ί，当法人ͷ業務及び財産ͷ状況を調査͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δ。

ʢ理事ͷ制限ʣ

第 25条　理事ͷうͪʹ，ͦΕͧΕͷ理事ʹͭいͯ，当該理事

ͱ次ͷ各号Ͱ定ΊΔ特殊ͷ関係ͷあΔ者ͰあΔ理事ͷ合計数

͕，理事ͷ総数ͷ 3分ͷ 1を超えͯ含·ΕΔ͜ͱʹͳͬͯͳ

Βͳい。

ʢ1ʣ当該理事ͷ配偶者

ʢ2ʣ当該理事ͷ三親等以内ͷ親族

ʢ3ʣ当該理事ͱ婚姻ͷ届出をͯ͠いͳい͕事実上婚姻関係ͱ

同様ͷ事情ʹあΔ者

ʢ4ʣ当該理事ͷ使用人

ʢ5ʣ前各号ʹ掲͛Δ者以外ͷ者Ͱ当該理事͔Β受͚Δ金銭ͦ

ͷ他ͷ資産ʹΑͬͯ生計を維持ͯ͠いΔ者

ʢ6ʣ前 3号ʹ掲͛Δ者ͱ生計を一ʹ͢Δ͜ΕΒͷ者ͷ配偶者

又三親等以内ͷ親族

ʢ役員ͷ任期ʣ

第 26条　役員ͷ任期，選任後 2年以内ʹ終了͢Δ事業年度ͷ

うͪ最終ͷͷʹ関͢Δ定時社員総会ͷ終結時·Ͱͱ͠，再任

を妨͛ͳい。

2　任期満了前ʹ退任ͨ͠役員ͷ補欠ͱͯ͠，又૿員ʹΑΓ選

任さΕͨ役員ͷ任期，前任者又在任役員ͷ任期ͷ残存期

間ͱ同一ͱ͢Δ。

3　役員，第 21 条ʹ定ΊΔ定数ʹ足ΓͳくͳΔͱ͖，辞任

又任期ͷ満了ʹΑΓ退任ͨ͠後，新ͨʹ選任さΕͨ者͕

就任͢Δ·Ͱ，ͳ͓役員ͱͯ͠ͷ権利義務を有͢Δ。

ʢ解任ʣ

第 27条　役員，社員総会ͷ決議ʹΑͬͯ解任͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖

Δ。ͨ ͩ͠，監事を解任͢Δ場合ʹ，総社員ͷ半数以上Ͱあͬ

ͯ，総社員ͷ議決権ͷ 3分ͷ 2以上ʹ当ͨΔ多数をͬͯ行わ

ͳ͚ΕͳΒͳい。

ʢ報酬等ʣ

第 28条　役員無報酬ͱ͢Δ。

ʢ役員ͷ賠償責任ʣ

第 29条　役員，ͦͷ任務を怠ͬͨͱ͖，当法人ʹ対͠，͜

ΕʹΑͬͯ生ͨ͡損害を賠償͢Δ責任を負い，一般法人法第

112 条ͷ規定ʹ͔͔わΒͣ，͜ͷ責任，͢べͯͷ正会員ͷ同

意͕ͳ͚Ε，免除͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͳい。

第 5章　理　事　会

ʢ構成ʣ

第 30条　当法人ʹ理事会を置く。

2　理事会，͢べͯͷ理事をͬͯ構成͢Δ。

3　各種委員会ͷ委員長理事会ʹ出席ͯ͠報告͠，あΔい意

見を述べΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δ。

ʢ権限ʣ

第 31条　理事会，͜ͷ定款ʹ別ʹ定ΊΔͷͷほ͔，次ͷ職

務を行う。

ʢ1ʣ社員総会ͷ日時及び場所並びʹ議事ʹ付͢べ͖事項ͷ決

定

ʢ2ʣ規則ͷ制定，変更及び廃止ʹ関͢Δ事項
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ʢ3ʣ前各号ʹ定ΊΔͷͷほ͔当法人ͷ業務執行ͷ決定

ʢ4ʣ理事ͷ職務ͷ執行ͷ監督

ʢ5ʣ理事長及び常務理事ͷ選定及び解職

ʢ理事会ͷ招集ʣ

第 32条　理事会，法令ʹ別段ͷ定Ί͕あΔ場合を除͖，理事

長͕招集͢Δ。

2　理事長，理事会ͷ日ͷ1週間前·Ͱʹ，各理事及び各監事

ʹ対ͯ͠そͷ通知を発͠ͳ͚ΕͳΒͳい。

ʢ理事会ͷ議長ʣ

第 33条　理事会ͷ議長，理事長͕͜Εʹ当ͨΔ。

2　理事長ʹ事故͕あΔͱ͖，理事会ʹ͓いͯあΒ͔͡Ί定Ί

ͨ順序ʹΑΓ他ͷ理事͕議長ʹͳΔ。

ʢ理事会ͷ決議ʣ

第 34条　理事会ͷ決議，͜ͷ定款ʹ別段ͷ定Ί͕あΔ場合を

除͖，決議ʹ加わΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δ理事ͷ過半数͕出席͠，そͷ

過半数をͬͯ行う。

ʢ理事会ͷ決議ͷ省略ʣ

第 35条　理事͕理事会ͷ決議ͷ目的ͰあΔ事項ʹͭいͯ提案を

ͨ͠場合ʹ͓いͯ，当該提案ʹ͖ͭ理事ʢ当該事項ʹͭいͯ議

決ʹ加わΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δͷʹ限Δ。ʣͷ全員͕書面又電磁的

記録ʹΑΓ同意ͷ意思表示をͨ͠ͱ͖ʢ監事͕当該提案ʹͭい

ͯ異議を述ͨͱ͖を除くʣ，当該提案を可決͢Δ旨ͷ理事

会ͷ決議͕あͬͨͷͱΈͳ͢。

ʢ議事録ʣ

第36条　理事会ͷ議事ʹͭいͯ，法令Ͱ定ΊΔͱ͜ΖʹΑΓ，

議事録を作成͢Δ。

2　前項ͷ議事録ʹ，当該理事会ʹ出席ͨ͠理事長及び監事͕

署名又記名押印͠ͳ͚ΕͳΒͳい。ͨͩ͠，理事長͕理

事会ʹ出席͠ͳ͔ͬͨͱ͖，そͷ理事会ʹ出席ͨ͠理事及

び監事͕記名押印͢Δͷͱ͢Δ。

第 6章　基　　　　金

ʢ基金を引͖受͚Δ者ͷ募集ʣ

第 37条　当法人，社員総会ͷ決議ʹΑΓ，基金を引͖受͚Δ

者ͷ募集を͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δ。

ʢ基金ͷ拠出者ͷ権利ʣ

第 38条　基金，当法人ͷ解散ͷͱ͖·Ͱ͜Εを返還͠ͳい。

ʢ基金ͷ返還ͷ手続ʣ

第 39条　基金，定時社員総会͕決定ͨ͠ͱ͜Ζʹ従ͬͯ返還

͢Δ。

第 7章　計　　　　算

ʢ事業年度ʣ

第 40条　当法人ͷ事業年度，毎年 4月 1日͔Β翌年 3月末日

·Ͱͷ年 1期ͱ͢Δ。

ʢ事業計画及び収支予算ʣ

第 41条　当法人ͷ事業計画及び収支予算ʹͭいͯ，毎事業年

度開始日ͷ前日·Ͱʹ理事長͕作成͠，理事会ͷ決議を経ͯ社

員総会ͷ承認を受͚ͳ͚ΕͳΒͳい。͜Εを変更͢Δ場合

同様ͱ͢Δ。

2　前項ͷ規定ʹ͔͔わΒͣ，やΉを得ͳい理由ʹΑΓ予算͕成

立͠ͳいͱ͖，理事長，理事会ͷ決議ʹ基͖ͮ，予算成

立ͷ日·Ͱ前年度ͷ予算ʹ準͡収入を得又支出͢Δ͜ͱ͕

Ͱ͖Δ。

3　前項ͷ収入支出，新ͨʹ成立ͨ͠予算ͷ収入支出ͱΈͳ

͢。

ʢ事業報告及び決算ʣ

第 42条　当法人ͷ事業報告及び決算ʹͭいͯ，毎事業年度終

了後，理事長͕次ͷ書類を作成͠，監事ͷ監査を受͚ͨ上Ͱ，

理事会ͷ承認を経ͯ，定時社員総会ʹ報告͠ͳ͚ΕͳΒͳい。

ʢ1ʣ事業報告

ʢ2ʣ事業報告ͷ附属明細書

ʢ3ʣ貸借対照表

ʢ4ʣ損益計算書ʢ正味財産૿減計算書ʣ

ʢ5ʣ貸借対照表及び損益計算書ʢ正味財産૿減計算書ʣͷ附

属明細書

2　前項第3号及び第4号ͷ書類ʹͭいͯ，一般社団法人及び

一般財団法人ʹ関͢Δ法律施行規則第 48 条ʹ定ΊΔ要件ʹ

該当͠ͳい場合ʹ，定時社員総会ͷ報告ʹ代えͯ，定時

社員総会ͷ承認を受͚ͳ͚ΕͳΒͳい。

3　第1項ͷ書類及び監査報告を主ͨΔ事務所ʹ5年間備え置く

ͱͱʹ，定款及び社員名簿を主ͨΔ事務所ʹ備え置くͷ

ͱ͢Δ。

ʢ剰余金ͷ分配ͷ禁止ʣ

第 43条　当法人ͷ剰余金，͜Εを一切分配ͯ͠ͳΒͳい。

第 8章　定款ͷ変更，解散及び清算

ʢ定款ͷ変更ʣ

第 44条　͜ͷ定款，社員総会ͷ決議ʹΑͬͯ変更͢Δ͜ͱ͕

Ͱ͖Δ。

ʢ解散ʣ

第 45条　当法人，次ʹ掲͛Δ事由ʹΑΓ解散͢Δ。

ʢ1ʣ社員総会ͷ決議

ʢ2ʣ社員ͷ欠亡

ʢ3ʣ合併ʢ合併ʹΑΓ当法人͕消滅͢Δ場合ʹ限Δ。ʣ

ʢ4ʣ破産手続開始ͷ決定

ʢ5ʣそͷ他法令Ͱ定ΊΔ事由

ʢ残余財産ͷ帰属ʣ

第 46条　当法人͕清算を͢Δ場合ʹ͓いͯ有͢Δ残余財産，

社員総会ͷ議決を経ͯ，公益社団法人及び公益財団法人ͷ認定

等ʹ関͢Δ法律第5条第17号ʹ掲͛Δ法人又国若͠く地方

公共団体ʹ贈与͢Δͷͱ͢Δ。
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第 9章　事　務　局

ʢ設置等ʣ

第 47条　当法人ͷ事務を処理すΔたΊ，事務局を設置すΔ。

2　事務局ʹ，事務局長及び所要ͷ職員を置く。

3　事務局長及び重要ͳ職員，理事長͕理事会ͷ承認を得ͯ任

免すΔ。

4　事務局ͷ組織及び運営ʹ関し必要ͳ事項，理事長͕理事会

ͷ決議ʹΑΓ別ʹ定ΊΔ。

第 10章　委　員　会

ʢ委員会ʣ

第 48条　当法人ͷ事業を推進すΔたΊʹ必要͕あΔͱ͖，理

事会，そͷ決議ʹΑΓ，委員会を設置すΔこͱ͕Ͱ͖Δ。

2　委員会ͷ委員長及びそͷ他ͷ委員，理事会͕選任すΔ。

3　委員会ͷ任務，構成及び運営等ʹ関し必要ͳ事項，理事会

ͷ議決ʹΑΓ別ʹ定ΊΔ。

第 11章　附　　　　則

ʢ最初ͷ事業年度ʣ

第 49条　当法人ͷ最初ͷ事業年度，当法人成立ͷ日͔Β平成

24 年 2 月 29 日まͰͱすΔ。

ʢ設立時役員ʣ

第 50条　当法人ͷ設立時理事，設立時理事長，及び設立時監事

，次ͷͱ͓ΓͰあΔ。

設立時理事　　渡辺　　彰

設立時理事　　山岸　文雄

設立時理事　　下　宗彦

設立時理事　　鈴木　公典

設立時理事長　渡辺　　彰

設立時監事　　阿彦　忠之

設立時監事　　西村　一孝

ʢ設立時社員ʣ

第 51条　当法人ͷ設立時社員ͷ氏名又名称及び住所，次ͷ

ͱ͓ΓͰあΔ。

設立時社員　　渡辺　　彰ʢ住所削除，以下同ʣ

設立時社員　　山岸　文雄

設立時社員　　下　宗彦

設立時社員　　鈴木　公典

設立時社員　　阿彦　忠之

設立時社員　　西村　一孝

ʢ定款ͷ施行ʣ

第 52条　当法人，大正 12 年 1 月 27 日ʹ創立さΕた任意団体

日本結核病学会͕，一般社団法人日本結核病学会ͱしͯ法人格

を取得すΔͷͰあΓ，こͷ定款，当法人ͷ設立ͷ日͔Β施

行すΔͷͱすΔ。

ʢ法令ͷ準拠ʣ

第 53条　こͷ定款ʹ規定ͷͳい事項，すべͯ一般法人法そͷ

他ͷ法令ʹ従う。

平成 29 年 3 月 22 日　一部改訂

附則

第 1条　第 40 条ʢ事業年度ʣͷ変更ʹͱͳう最初ͷ事業年度

，平成 29 年 3 月 1 日͔Β平成 30 年 3 月末日まͰͱすΔ。

会費規程

1．定款第 6条ʹͱ͖ͮ，入会金͓Αび年会費を以下ͷΑうʹ定ΊΔ。

　ʢ1ʣ入会金：入会金 0円ͱすΔ。

　ʢ2ʣ正会員，͓Αび団体会員ͷ年会費 10,000 円ͱすΔ。

　ʢ3ʣ名誉会員，功労会員，特別名誉会員͔Β年会費を徴収しͳい。

　ʢ4ʣ学生会員ͷ年会費 2,000 円ͱすΔ。

　ʢ5ʣ賛助会員ͷ年会費別ʹ定ΊΔ賛助会費内規ʹΑΔ。

　ʢ6ʣエキスパート会員ͷ年会費 2,000 円ͱすΔ。

2．こͷ規程ͷ変更定款第 19 条ʹͱ͖ͮ，代議員会ʹ͓いͯ代議員ͷ過半数͕出席し，出席した当該代議員ͷ過半数ͷ議決をっ

ͯ行う。

附則

　こͷ規程平成 23 年 6 月 2 日ΑΓ施行すΔ。

附則

　こͷ規程平成 25 年 3 月 27 日ΑΓ施行すΔ。
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日本結核病学会　医学研究ͷ利益相反ʹ関͢Δ指針

一般社団法人日本結核病学会

ᶗ．指針ͷ目的ͳΒびʹ背景

　結核͕国民病ͱ言わΕた時代，結核研究ͷ進展ͱ結核対策を目的ͱͯ͠日本結核病学会͕設立さΕた。本学会，

そͷ長い歴史ͷͳ͔Ͱ，日本ͷ結核対策ͷ推進や，結核患者ͷ診療水準ͷ向上ʹ貢献͠，学問推進ͷ成果を社会還

元͢Δͱいう姿勢を貫い͖ͯた。

　本学会͕今後学術研究ͷ推進を通ͯ͡社会貢献を果たͯ͠いくʹ際ͯ͠，利益相反問題ͷ取Γ組Έ不可避

ͷͷͰあΔ。͢ͳわち，日本結核病学会ʹ，本学会所属ͷ会員͕，学術的・倫理的責任を果た͢こͱʹΑͬͯ

得Δ成果ʢ公的利益ʣͱ，産学連携ʹ伴い取得͢Δ金銭・地位・利権ͳͲʢ私的利益ʣを適切ʹϚネーδϝント͢

ΔこͱʹΑΓ，研究結果ͷ発表やそΕΒͷ普及，啓発を，中立性ͱ公明性を維持͠た状態Ͱ適正ʹ推進させ，結核

ͷ予防・診断・治療ͷ進歩ʹ貢献͢Δこͱ͕求ΊΒΕͯいΔ。

　そこͰ，日本結核病学会，ヘϧγンキ宣言やʮ臨床研究ʹ関͢Δ倫理指針ʯͷ精神ʹ準拠͠，医学研究ʹ係Δ

利益相反指針をここʹ定ΊΔ。

ᶘ．対象者

　本指針，利益相反状態͕生͡Δ可能性͕あΔ以下ͷ対象者ʹ対͠適用さΕΔ。

ᶃ日本結核病学会ͷ学術集会，機関誌等Ͱ発表͢Δ者

ᶄ日本結核病学会ͷ役員͓Αび特定ͷ委員会委員並びʹこΕʹ準͡Δ者

ᶙ．対象ͱͳΔ活動

　日本結核病学会͕関わΔͯ͢ͷ事業ʹ͓けΔ活動，特ʹ，本学会ͷ学術集会，γンϙδウϜ͓Αび講演会Ͱͷ

発表，͓Αび，本学会ͷ機関誌，論文，図書ͳͲͰͷ発表を行う研究者ʹ，結核ͷ予防・診断・治療ʹ関͢Δ医

学研究ͷͯ͢ʹ，本指針͕遵守さΕΔこͱ͕求ΊΒΕΔ。

ᶚ．開示・公開͖͢事項

　対象者，自身ʹ͓けΔ以下ͷᶃ～ᶉͷ事項Ͱ，別ʹ定ΊΔ基準を超えΔ場合ʹ，利益相反ͷ状況を所定ͷ様

式ʹ従い，自己申告ʹΑͬͯ正確ͳ状況を開示͢Δ義務を負うͷͱ͢Δ。·た，対象者ͱ生計を同一ʹ͢Δ者ʹ

͓けΔ以下ͷᶃ～ᶅͷ事項Ͱ，別ʹ定ΊΔ基準を超えΔ場合ʹ，そͷ正確ͳ状況を学会ʹ申告͢Δ義務を負う

ͷͱ͢Δ。開示͖͢事項，医学研究ʹ関連͢Δ事項ʹ限定͢Δ。ͳ͓，自己申告͓Αび申告さΕた内容ʹͭい

ͯ，申告者本人͕責任を持ͭͷͱ͢Δ。具体的ͳ開示・公開方法，対象活動ʹ応ͯ͡別ʹ細則ʹ定ΊΔ。

ᶃ企業や営利を目的ͱ͠た団体ͷ役員，顧問職

ᶄ株ͷ保有

ᶅ企業や営利を目的ͱ͠た団体͔Βͷ特許権使用料

ᶆ企業や営利を目的ͱ͠た団体͔Β，会議ͷ出席ʢ発表ʣʹ対͠，研究者を拘束͠た時間・労力ʹ対ͯ͠支払わΕ

た日当ʢ講演料ͳͲʣ

ᶇ企業や営利を目的ͱ͠た団体͕パンフϨットͳͲͷ執筆ʹ対ͯ͠支払ͬた原稿料

ᶈ企業や営利を目的ͱ͠た団体͕提供͢Δ研究費

ᶉそͷ他ͷ報酬ʢ研究ͱ直接無関係ͳ，旅行，贈答品ͳͲʣ

ᶛ．措置

　日本結核病学会，開示さΕた利益相反状態͕重大ͳ場合，虚偽͕あͬた場合ʹ，別途定ΊΔ細則ʹ従い，理

事会ͷ決定ʹΑΓ適宜ͳ措置を執Δͷͱ͢Δ。
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ᶜ．細則ͷ制定

　日本結核病学会，本指針を実際ʹ運用͢ΔたΊʹ必要ͳ細則を制定͢Δこͱ͕Ͱ͖Δ。

ᶝ．施行日͓Αび改正方法

　本指針 2012 年 10 月͔Β 1年間ͷ試行後ʹ施行͢Δ。本指針，社会的影響や産学連携ʹ関͢Δ法令ͷ改変ͳ

Ͳ͔Β，個々ͷ事例ʹΑͬͯ一部ʹ変更͕必要ͱͳΔこͱ͕予想さΕΔ。日本結核病学会倫理委員会，理事会・

代議員会ͷ決議を経ͯ，本指針を審議͠改正͢Δこͱ͕Ͱ͖Δ。

一般社団法人日本結核病学会　利益相反ʹ関͢Δ取扱い細則

一般社団法人日本結核病学会，結核病研究ͷ利益相反ʹ関͢Δ指針ʹ基͖ͮ利益相反ʹ関ͯ͠以下ͷ細則を定Ί

Δ。

第 1章　学会発表者

第 1条ʢ届出ʣ

学会ͷ学術集会Ͱͷ研究発表ʹ際͠，演題ͷ発表者ʢ1演題ʹͭいͯ複数ͷ発表者͕いΔ場合ʹ筆頭者ʣ及び

当該臨床研究責任者，利益相反ʹ関連͢Δ事項ʹͭいͯ，別ʹ定ΊΔ様式ʹΑΓ，事前ʹ学会事務局ʹ届け出

ͳけΕͳΒͳい。

第 2条ʢ届出事項ͷ公開ʣ

前条ͷ届出事項，学会͕催͢学術集会ʹ͓けΔ当該研究発表時及び学会抄録集上Ͱ適宜公開͢Δ。

第 2章　機関誌発表者

第 3条ʢ届出ʣ

学会ͷ機関誌Ͱ発表を行う者，著者全員ͷ利益相反ʹ関連͢Δ事項ʹͭいͯ，別ʹ定ΊΔ様式ʹΑΓ，事前ʹ

学会事務局ʹ届け出ͳけΕͳΒͳい。

第 4条ʢ届出事項ͷ公開ʣ

前条ͷ届出事項，当該発表͕掲載さΕΔ機関誌等ʹ，当該発表ͱ共ʹ適宜公開͢Δ。

第 3章　学会役職者等

第 5条ʢ利益相反事項ͷ報告ʣ

1．学会ͷ理事，監事及び委員会委員，そͷ就任並びʹ選任ʹ際͠，利益相反ʹ͔͔Δ報告事項を，理事長ʹ対

ͯ͠文書Ͱ報告͠ͳけΕͳΒͳい。

2．本条ʹΑΔ報告を要͢Δ委員会委員，治療委員会，教育・用語委員会，非結核性抗酸菌症対策委員会，抗酸

菌検査法検討委員会，及び理事長͕適宜指定͢Δ委員会ͱ͢Δ。

第 6条ʢ利益相反事項ͷ定期的報告等ʣ

1．理事及び監事，そͷ在任期間中，年 1回定期的ʹ，理事長ʹ対͠前条 1項ͷ報告を行うͷͱ͢Δ。

2．利益相反事項ͷ定期的報告ͱそͷ審査，原則ͱͯ͠学会役職等ͷ任期開始前ʹ完了͢Δͷͱ͢Δ。

3．理事及び監事，委員会委員，利益相反事項ʹ変動͕生͡たͱ͖，そͷ都度速や͔ʹ，そͷ内容を理事長ʹ

報告͠ͳけΕͳΒͳい。

第 7条ʢ利益相反情報ͷ判断ʣ

理事長利益相反ʹ関͢Δ報告を受けた場合ʹ，こΕを倫理委員会ʹ諮問͢Δͷͱ͠，倫理委員会こΕʹ

ͭいͯ調査ͯ͠理事長ʹ報告͢Δ。但͠，倫理委員ʹͭいͯͷ調査，理事長ͷ指名͢Δ理事ʹ委嘱ͯ͠理事長

͕行う。

第 8条ʢ利益相反ͷ疑いを生͡た場合ͷ処置ʣ

倫理委員会͔Β報告さΕͯいΔ利益相反事項ʹͭいͯ，理事，監事及び委員会委員ͷ就任並びʹ選任又具体的
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ͳ案件関与ʹ問題あΓͱ指摘͕あͬた場合，理事長理事会ʹ͔Γ，当該指摘ʹ照Βͯ͠，当該役職ͷ退任，

具体的案件ͷ関与ͷ回避を含Ή適宜ͳ措置を決定͠ͳ͚ΕͳΒͳい。

第 9条ʢ審査請求ʣ

退任͢Δ͜ͱͱͳͬた理事，監事及び委員会委員，退任ͷ決定͔Β 7日以内ʹ，倫理委員会宛ͯͷ審査請求書

を事務局ʹ提出͢Δ͜ͱʹΑΓ，審査請求を͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δ。

第 10条ʢ審査手続ʣ

1．審査請求を受͚た場合，倫理委員会，審査請求書を受領͔ͯ͠Β 14 日目以降 1カ月以内ͷ間ʹ委員会を開

催ͯ͠そͷ審査を行う。

2．倫理委員会，前条ͷ審査請求ͷ場合，理事長及び審査請求者͔Β直接意見を聞くͷͱ͢Δ。但͠，審査

請求者͕定ΊΒΕた意見聴取ͷ期日ʹ出頭͠ͳい場合，そͷ限ΓͰͳい。

3．倫理委員会，特別ͷ事情͕ͳい限Γ，審査ʹ関͢Δ第 1回ͷ委員会開催日͔Β 1カ月以内ʹ決定͢Δ。

第 11条ʢ倫理委員会決定ͷ最終処分性ʣ

審査請求ʹ対͢Δ倫理委員会ͷ決定，理事会ʹ͔ΒΕͯ最終決定さΕたͷͱ͢Δ。

第 12条ʢ管理ʹ関ͯ͠ʣ

利益相反情報，学会事務局ʹ͓いͯ，個人情報ʹ準ͯ͡保管・管理͢Δ。当該情報ͷ管理ʹͭいͯ，別途適

切ͳ管理手順を設͚Δ。

第 13条ʢ利益相反情報ͷ内部利用ʣ

1．利益相反情報，当該個人ͱ学会ͷ活動ͱͷ間ʹ͓͚Δ利益相反ͷ有無・程度を判断͠，学会ͱͯ͠そͷ判断

ʹ従ͬた処理を行うたΊʹ，本細則ʹ従い，学会ͷ理事・関係役職者・関係機関ʹ͓いͯ随時利用͢Δ͜ͱ͕

Ͱ͖Δͷͱ͢Δ。そͷ利用ʹ，具体的ͳ利益相反状況ʹͭいͯ上記以外ͷ学会員ʹ対ͯ͠説明͢Δ場合を

含Ήͷͱ͢Δ。

2．前項ͷ利用対象者以外ͷ者ʹ開示ͯ͠ͳΒͳい。また，利用者本細則ʹ定ΊΔ以外，個人ͷ利益相反情報

ͷ漏洩を禁ͣΔ。

3．利用ʹ際ͯ͠本学会理事長ʹ対͠，利用目的を明示͠た文書を提出͠，許可を得ͳ͚ΕͳΒͳい。

第 14条ʢ利益相反情報ͷ開示・公開ʣ

1．利益相反情報，原則ͱͯ͠非公開ͱ͢Δ。

2．利益相反情報，学会ͷ活動，委員会ͷ活動，臨時ͷ委員会等ͷ活動等ʹ関ͯ͠，学会ͱͯ͠社会的・法的ͳ

説明責任を果た͢たΊʹ必要͕あΔͱ͖，理事会ͷ議を経ͯ，必要ͳ範囲Ͱ学会ͷ内外ʹ開示若͠く公開

͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δ。但͠，当該問題を取Γ扱う特定ͷ理事ʹ委嘱ͯ͠，倫理委員会ͷ助言ͷͱʹそͷ決定を

さͤΔ͜ͱを妨͛ͳい。

3．前項ͷ場合，開示若͠く公開さΕΔ利益相反情報ͷ当事者，理事会若͠く決定を委嘱さΕた理事ʹ対͠

ͯ意見を述Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δ。但͠，開示若͠く公開ʹͭいͯ緊急性͕あͬͯ意見を聞く時間͕ͳいͱ͖

，そͷ限ΓͰͳい。

第 15条ʢ不要情報ͷ削除ʣ

理事，監事，学術集会会長，委員会委員長及び委員ʹͭいͯ，任期満了ͷ日͔Β 2年経過͠たͱ͖，委員委嘱

ͷ撤回͕確定͠た者ʹͭいͯ確定後速や͔ʹ，学会ͷ諸記録͔Β利益相反情報を削除͢Δ。但͠，削除͢Δ͜

ͱ͕適当Ͱͳいͱ理事会͕認Ίた場合ʹ削除ͷ対象外ͱ͠，また，過去ʹ公開さΕた͜ͱ͕あΔ場合及び第 7

条以下ʹ͓͚Δ審査͕行わΕた場合ʹ，当該公開若͠く審査ʹ͔͔Δ文書・データ等廃棄・削除ͷ対象外

ͱ͢Δ。

附　則

1．͜ ͷ取扱い細則，平成 24 年 5 月 10 日͔Β施行͢Δ。
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利益相反関連情報の管理手順

✓　こͷ手順，日本結核病学会会員ͷ利益相反関連情報を適切ʹ管理すΔͨΊͷ具体的手順を示すͷͰあΔ。

✓　事務局，倫理委員会ͷ指示ͷ下ʹ，利益相反ʹ関すΔ取扱い細則第 5条ʢ利益相反事項ͷ報告ʣʹ記さΕͨ

学会役職者等ʢ学会ͷ理事，監事及び特定ͷ委員会委員等ʣʹ対しͯ利益相反関連事項ͷ開示を文書ʹΑͬͯ

求ΊΔ。

✓　事務局，開示請求文書，所定ͷ様式ͷダウンϩード方法ͷ説明文書ͱ共ʹ，返信用封筒を送付すΔ。

✓　開示を求ΊΒΕͨ学会役員等，開示事項ʹ関しͯ定ΊΒΕͨ様式を学会ϗームϖーδΑΓダウンϩードし

ͯ，開示事項を記載し，所定ͷ封筒ʹΑΓ学会事務局宛郵便ʹͯ返送すΔ。

✓　返送さΕͨ開示文書，事務局責任者͕事務局内ʹ設置さΕͨ鍵͖ͭ書庫ʹ保管すΔ。

✓　開示書類ͷ整理事務局責任者͕行う。管理運用上，開示書類年度毎ʹ仕分けしͯ管理すΔ。

✓　保管用書庫ͷ鍵ͷ管理，事務局ͷ責任者，理事長，倫理委員長͕行う。

✓　利益相反開示書類ͷ取Γ扱い，利益相反ʹ関すΔ取扱い細則第 13 条，及び第 14 条ʹ則Δͷͱし，そΕ以

外ͷ場合ʹ閲覧すΔこͱ原則ͱしͯ禁止すΔ。

✓　事務局ͷ責任者，上記ͷ場合を除͖理事長，倫理委員長ͷ求Ί͕あͬͨ場合ʹ限Γ，保管しͨ利益相反開示

書類を保管用書庫͔Β取Γ出すこͱ͕Ͱ͖ΔͷͱすΔ。

✓　保管しͨ書類，何人事務局͔Β持ͪ出すこͱ͕Ͱ͖ͳいͷͱすΔ。ͨͩし，業務上やΉを得ͳい場合，

事務局，理事長まͨ倫理委員長ͷ指示ʹΑͬͯ持ͪ出すこͱ͕Ͱ͖Δ。

✓　利益相反開示事項ͷ廃棄・削除利益相反ʹ関すΔ取扱い細則第 15 条ʹ則ͬͯ行う。

✓　事務局責任者，開示書類ͷ廃棄・削除ʹ際しͯ，γュϨッダーを͔けΔͳͲしͯ，内容閲覧͕不可能ͳ状

態ʹ加工すΔͷͱすΔ。
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日本結核病学会各種委員会規程

第 1条　定款第 10 章ʹͱ͖ͮ，以下ͷ委員会を設置͢Δ。編

集委員会，学会賞選考委員会，プログラム委員会，治療委員会，

社会保険委員会，教育・用語委員会，予防委員会，非結核性抗

酸菌症対策委員会，抗酸菌検査法検討委員会，将来計画委員会，

エΩεパーτ委員会，国際交流委員会，認定制度委員会，ϗー

ムϖーδ委員会，認定制度審議委員会，倫理委員会，Ψイυラ

イン施行委員会。

2．	そͷ他，理事会Ͱ理事以外ͷ会員ͷ参与を必要ͱ͢Δͱ判

断さΕた問題ͷ審議ͷたΊʹ，必要ʹ応ͯ͡委員会を設置͢

Δこͱ͕Ͱ͖Δ。こΕΒͷ委員会ͷ委員長原則ͱͯ͠理事

ͷͳ͔͔Β選び理事長͕委嘱͢Δ。

第 2条　各委員会ͷ運営ʢ委員ͷ定数を含Ήʣ，以下ʹ定ΊΔ

個別ͷʮ委員会規程ʯʹΑΔ。本規程理事会Ͱ作成͠，代議

員会ͷ承認を得Δͷͱ͢Δ。

第3条　各種委員会審議内容また決定事項を理事会ʹ報告ま

た答申͠ͳけΕͳΒͳい。

第4条　各種委員会͕そͷ審議ͷ結果を本会以外へ見解等ͱͯ͠

発表͢Δʹ，原則ͱͯ͠理事会ͷ承認を得，代議員会ʹ報告

͠ͳけΕͳΒͳい。ͱくʹ重要ͳ問題ʹͭいͯ代議員会ͷ

承認を得Δͷͱ͢Δ。

附　　　則

　こͷ規程平成 23 年 6 月 2 日ΑΓ施行͢Δ。

編集委員会規程

第 1条　本会ʹ定款第 10 章ʹͱ͖ͮ，会誌ʮ結核ʯͷ編集ͷ

たΊʹ編集委員会ʢ以下委員会ʣを常置͠，委員長ʹ常務理

事ʢ編集担当ʣ͕あたΔ。

第 2条　委員会会誌ͷ編集ʹ関͢Δ業務を行う。

第 3条　委員会 20 名以内ͷ委員をͬͯ構成͢Δ。理事会

委員を推薦͢Δ。また，委員長こͷ他ʹ若干名ͷ委員を推薦

͢Δこͱ͕Ͱ͖Δ。委員理事会ͷ議を経ͯ，理事長͕委嘱͢

Δ。委員ͷ任期 2年ͱ͢Δ。

第 4条　委員会ʹ委員長 1名，副委員長 1名を͓͖，副委員長

委員ͷ互選ʹΑΔ。

2．	委員長会議を司宰͢Δ。

3．	委員長事故ͷͱ͖，副委員長͕そͷ職務を代理͢Δ。

第 5条　委員会委員長͕招集͢Δ。

第 6条　委員会委員ͷ二分ͷ一以上͕出席͠ͳけΕ，議事を

開͖議決͢Δこͱ͕Ͱ͖ͳい。

第 7条　委員会ͷ議事，出席͠た委員ͷ過半数をͬͯ決͠，

可否同数ͷͱ͖委員長ͷ決͢ΔͱこΖʹΑΔ。

第 8条　委員長数名ͷ委員をͬͯ小委員会を構成͠，編集実

務ʹ当たΒせΔこͱ͕Ͱ͖Δ。

第 9条　委員会ͷ事務，事務局ʹ͓いͯ処理͢Δͷͱ͢Δ。

附　　　則

　こͷ規程平成 23 年 6 月 2 日ΑΓ施行͢Δ。

学会賞選考委員会規程

第 1条　本会ʹ定款第 2条第 7項͓Αび第 10 章ʹͱ͖ͮ，学

会賞ͷ選考ͷたΊʹ学会賞選考委員会ʢ以下委員会ʣを͓く。

学会賞，今村賞ͳΒびʹ研究奨励賞ͱ͢Δ。

2．	今村賞本会会員ͷ結核ʹ関͢Δ研究を奨励͢Δ目的Ͱ，

研究奨励賞本会会員ͷ若手研究者ͷ研究を奨励͢Δ目的

Ͱ，会員規定ʹ従ͬͯ今村賞͓Αび研究奨励賞受賞者候補

ͱͯ͠推薦を受けΔこͱ͕Ͱ͖Δ。

今村賞͓Αび研究奨励賞受賞者学会賞選考委員会ʹΑͬͯ

選考さΕ，理事会ʹ͓いͯ承認を受け，代議員会͓Αび総会

へ報告͢Δͷͱ͢Δ。

第2条　委員会今村賞͓Αび研究奨励賞ͷ選考ʹ関͢Δ業務を

行う。選考ͷ基準等別ʹ定ΊΔ学会賞ʹ関͢Δ申͠合わせʹ

ΑΔ。

第 3条　委員会会長，理事長を含Ή 10 名をͬͯ構成͠，委

員理事会ͷ推薦ʹΑΓ理事長͕委嘱͠，委員長ʹ会長͕当

たΔ。委員ͷ任期 2年ͱ͢Δ。

第 4条　委員会ʹ委員長 1名ͱ副委員長 1名を͓͖，副委員長

委員ͷ互選ʹΑΔ。

2．	委員長会議を司宰͢Δ。

3．	委員長事故ͷͱ͖，副委員長͕そͷ職務を代理͢Δ。

第 5条　委員会委員長͕招集͢Δ。

第 6条　委員会委員ͷ二分ͷ一以上͕出席͠ͳけΕ，議事を

開͖議決͢Δこͱ͕Ͱ͖ͳい。

第 7条　委員会ͷ議事，出席͠た委員ͷ過半数をͬͯ決͠，

可否同数ͷͱ͖委員長ͷ決͢ΔͱこΖʹΑΔ。

第 8条　委員会ͷ事務，事務局ʹ͓いͯ処理͢Δͷͱ͢Δ。

附　　　則

　こͷ規程平成 23 年 6 月 2 日ΑΓ施行͢Δ。

変更　平成 28 年 5 月 25 日　一部改訂

変更　平成 29 年 3 月 22 日　一部改訂

プログラム委員会規程

第 1条　本会ʹ定款第 10 章ʹͱ͖ͮ，学術講演会ͷプログラ

ム編成ͷたΊʹプログラム委員会ʢ以下委員会ʣを年次毎ʹ編

成͠，設置͢Δ。当該年次ͷ会長͕委員長ͱͳΔ。

第2条　委員会学術講演会プログラムͷ編成ʹ関͢Δ業務を行

う。

第 3条　委員会 10 名以内ͷ委員をͬͯ構成͠，うち 5名

理事会ͷ推薦ʹΑΓ，他当該会長͕選び，理事長͕委嘱͢Δ。

第 4条　委員会ʹ委員長 1名ͱ副委員長 1名を͓く。委員長ʹ

当該会長͕当たΔ。副委員長委員ͷ互選ʹΑΔ。

2．	委員長会議を司宰͢Δ。

3．	委員長事故ͷͱ͖，副委員長͕そͷ職務を代理͢Δ。

第 5条　委員会委員長͕招集͢Δ。

第 6条　委員会委員ͷ二分ͷ一以上͕出席͠ͳけΕ，議事を

開͖議決͢Δこͱ͕Ͱ͖ͳい。

第 7条　委員会ͷ議事，出席͠た委員ͷ過半数をͬͯ決͠，

可否同数ͷͱ͖委員長ͷ決͢ΔͱこΖʹΑΔ。

第 8条　委員会ͷ事務，事務局ʹ͓いͯ処理͢Δͷͱ͢Δ。
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附　　　則

1．	こͷ規程平成 23 年 6 月 2 日よΓ施行͢Δ。

2．	こͷ規程施行ͷ際，現ʹ委員ͰあΔ者，当該総会͕終了

͢ΔまͰ，そͷ業務を行うもͷͱ͢Δ。

プログラム委員会細則

1．	プログラϜ委員会特別講演，γンポδウϜͷ演題及び演

者ͷ選考，並びʹ一般演題ͷ採否ͷ審査，発表形式ͷ決定等

ʹ関ͯ͠会長を補佐͢Δもͷͱ͢Δ。

2．	プログラϜ委員会生涯教育セϛナー，ICD講習会ʹͭい

ͯ認定制度委員会ͱͷ協議・調整ʹ関ͯ͠会長を補佐͢Δも

ͷͱ͢Δ。

3．	プログラϜ委員会当該会長͕主宰͢Δもͷͱ͢Δ。

附　　　則

　こͷ細則平成 23 年 6 月 2 日よΓ施行͢Δ。

治療委員会規程

第 1条　本会ʹ定款第 10 章ʹもͱ͖ͮ，治療委員会ʢ以下委員

会ʣをおく。

第 2条　委員会理事長ͷ諮問ʹ応͡，結核ͷ治療ʹͭいͯͷ諸

事項ͷ審議，諸案ͷ作成ʹ関͢Δ業務を行う。

第 3条　委員会 10 名以内ͷ委員をもͬͯ構成͢Δ。理事会

委員を推薦͢Δ。また，委員長こͷ他ʹ若干名ͷ委員を推薦

͢Δこͱ͕Ͱ͖Δ。委員理事会ͷ議を経ͯ，理事長͕委嘱͢

Δ。委員ͷ任期 2年ͱ͢Δ。

第 4条　委員会ʹ委員長 1名，副委員長 1名をおく。委員長理

事会͕選任͠，副委員長委員ͷ互選ʹよΓ，理事長͕委嘱͢

Δ。

2．	委員長会議を司宰͢Δ。

3．	委員長事故ͷͱ͖，副委員長͕そͷ職務を代理͢Δ。

第 5条　委員会委員長͕招集͢Δ。

第 6条　委員会委員ͷ二分ͷ一以上͕出席͠ͳけΕ，議事を

開͖議決͢Δこͱ͕Ͱ͖ͳい。

第 7条　委員会ͷ議事，出席͠た委員ͷ過半数をもͬͯ決͠，

可否同数ͷͱ͖委員長ͷ決͢ΔͱこΖʹよΔ。

第 8条　委員会ʹ必要ʹ応͡，専門事項ʹͭいͯ委員長ͷ推薦

ʹよΔワーキンググループをおくこͱ͕Ͱ͖Δ。ワーキンググ

ループͷ委員理事長͕委嘱͢Δ。

第 9条　委員会ͷ事務，事務局ʹおいͯ処理͢Δもͷͱ͢Δ。

附　　　則

　こͷ規程平成 23 年 6 月 2 日よΓ施行͢Δ。

社会保険委員会規程

第 1条　本会ʹ定款第 10 章ʹもͱ͖ͮ，社会保険委員会ʢ以下

委員会ʣをおく。

第 2条　委員会理事長ͷ諮問ʹ応͡，本会ʹ関連͢Δ社会保険

関係諸事項ʹ͖ͭ審議͢Δ。

第 3条　委員会 10 名以内ͷ委員をもͬͯ構成͢Δ。理事会

委員を推薦͢Δ。また，委員長こͷ他ʹ若干名ͷ委員を推薦

͢Δこͱ͕Ͱ͖Δ。委員理事会ͷ議を経ͯ，理事長͕委嘱͢

Δ。委員ͷ任期 2年ͱ͢Δ。

第 4条　委員会ʹ委員長 1名，副委員長 1名をおく。委員長理

事会͕選任͠，副委員長委員ͷ互選ʹよΓ，理事長͕委嘱͢

Δ。

2．	委員長会議を司宰͢Δ。

3．	委員長事故ͷͱ͖，副委員長͕そͷ職務を代理͢Δ。

第 5条　委員会委員長͕招集͢Δ。

第 6条　委員会委員ͷ二分ͷ一以上͕出席͠ͳけΕ，議事を

開͖議決͢Δこͱ͕Ͱ͖ͳい。

第 7条　委員会ͷ議事，出席͠た委員ͷ過半数をもͬͯ決͠，

可否同数ͷͱ͖委員長ͷ決͢ΔͱこΖʹよΔ。

第 8条　委員会ʹ必要ʹ応͡，専門事項ʹͭいͯ委員長ͷ推薦

ʹよΔワーキンググループをおくこͱ͕Ͱ͖Δ。ワーキンググ

ループͷ委員理事長͕委嘱͢Δ。

第 9条　委員会ͷ事務，事務局ʹおいͯ処理͢Δもͷͱ͢Δ。

附　　　則

　こͷ規程平成 23 年 6 月 2 日よΓ施行͢Δ。

教育・用語委員会規程

第 1条　本会ʹ定款第 10 章ʹもͱ͖ͮ，教育・用語委員会ʢ以

下委員会ʣをおく。

第 2条　委員会理事長ͷ諮問ʹ応͡，結核病学ͷ教育および結

核病学ʹ関連͢Δ医学用語ʹ関͢Δ諸事項を審議͠，諸案を作

成͢Δ。

第 3条　委員会 10 名以内ͷ委員をもͬͯ構成͢Δ。委員委

員長͕推薦͠，理事会ͷ議を経ͯ，理事長͕委嘱͢Δ。委員ͷ

任期 2年ͱ͢Δ。

第 4条　委員会ʹ委員長 1名ͱ副委員長 1名をおく。委員長理

事会͕選任͠，副委員長委員ͷ互選ʹよΓ，理事長͕委嘱͢

Δ。

2．	委員長会議を司宰͢Δ。

3．	委員長事故ͷͱ͖，副委員長͕そͷ職務を代理͢Δ。

第 5条　委員会委員長͕招集͢Δ。

第 6条　委員会委員ͷ二分ͷ一以上͕出席͠ͳけΕ，議事を

開͖議決͢Δこͱ͕Ͱ͖ͳい。

第 7条　委員会ͷ議事，出席͠た委員ͷ過半数をもͬͯ決͠，

可否同数ͷͱ͖委員長ͷ決͢ΔͱこΖʹよΔ。

第 8条　委員会ʹ必要ʹ応͡，専門事項ʹͭいͯ委員長ͷ推薦

ʹよΔワーキンググループをおくこͱ͕Ͱ͖Δ。ワーキンググ

ループͷ委員理事長͕委嘱͢Δ。

第 9条　委員会ͷ事務，事務局ʹおいͯ処理͢Δもͷͱ͢Δ。

附　　　則

　こͷ規程平成 23 年 6 月 2 日よΓ施行͢Δ。

予防委員会規程

第 1条　本会ʹ定款第 10 章ʹもͱ͖ͮ，予防委員会ʢ以下委員

会ʣをおく。

第 2条　委員会理事長ͷ諮問ʹ応͡，結核予防ʹ関͢Δ諸事項

を審議͠，諸案を作成͢Δ。

第 3条　委員会 10 名以内ͷ委員をもͬͯ構成͢Δ。理事会

委員を推薦͢Δ。また，委員長こͷ他ʹ若干名ͷ委員を推薦

͢Δこͱ͕Ͱ͖Δ。委員理事会ͷ議を経ͯ，理事長͕委嘱͢

Δ。委員ͷ任期 2年ͱ͢Δ。

第 4条　委員会ʹ委員長 1名，副委員長 1名をおく。委員長理

事会͕選任͠，副委員長委員ͷ互選ʹよΓ，理事長͕委嘱͢

Δ。
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2．	委員長会議を司宰͢Δ。

3．	委員長事故ͷͱ͖，副委員長͕そͷ職務を代理͢Δ。

第 5条　委員会委員長͕招集͢Δ。

第 6条　委員会委員ͷ二分ͷ一以上͕出席͠ͳけΕ，議事を

審議͠議決͢Δこͱ͕Ͱ͖ͳい。

第7条　委員会ͷ議事，出席͠た委員ͷ過半数をもͬͯ決定͠，

可否同数ͷͱ͖委員長͕決定͢Δ。

第 8条　委員会ʹ必要ʹ応͡，専門事項ʹͭいͯ委員長ͷ推薦

ʹよΔワーキンググループをおくこͱ͕Ͱ͖Δ。ワーキンググ

ループͷ委員理事長͕委嘱͢Δ。

第 9条　委員会ͷ事務，事務局ʹおいͯ処理͢Δもͷͱ͢Δ。

附　　　則

　こͷ規程平成 23 年 6 月 2 日よΓ施行͢Δ。

非結核性抗酸菌症対策委員会規程

第 1条　本会ʹ定款第 10 章ʹもͱ͖ͮ，非結核性抗酸菌症対策

委員会ʢ以下委員会ʣをおく。

第 2条　委員会理事長ͷ諮問ʹ応͡，非結核性抗酸菌症ʹͭい

ͯͷ諸事項ͷ審議，諸案ͷ作成ʹ関͢Δ業務を行う。

第 3条　委員会 10 名以内ͷ委員をもͬͯ構成͢Δ。理事会

委員を推薦͢Δ。また，委員長こͷ他ʹ若干名ͷ委員を推薦

͢Δこͱ͕Ͱ͖Δ。委員理事会ͷ議を経ͯ，理事長͕委嘱͢

Δ。委員ͷ任期 2年ͱ͢Δ。

第 4条　委員会ʹ委員長 1名，副委員長 1名をおく。委員長理

事会͕選任͠，副委員長委員ͷ互選ʹよΓ，理事長͕委嘱͢

Δ。

2．	委員長会議を司宰͢Δ。

3．	委員長事故ͷͱ͖，副委員長͕そͷ職務を代理͢Δ。

第 5条　委員会委員長͕招集͢Δ。

第 6条　委員会委員ͷ二分ͷ一以上͕出席͠ͳけΕ，議事を

開͖議決͢Δこͱ͕Ͱ͖ͳい。

第 7条　委員会ͷ議事，出席͠た委員ͷ過半数をもͬͯ決͠，

可否同数ͷͱ͖委員長ͷ決͢ΔͱこΖʹよΔ。

第 8条　委員会ʹ必要ʹ応͡，専門事項ʹͭいͯ委員長ͷ推薦

ʹよΔワーキンググループをおくこͱ͕Ͱ͖Δ。ワーキンググ

ループͷ委員理事長͕委嘱͢Δ。

第 9条　委員会ͷ事務，事務局ʹおいͯ処理͢Δもͷͱ͢Δ。

附　　　則

　こͷ規程平成 23 年 6 月 2 日よΓ施行͢Δ。

抗酸菌検査法検討委員会規程

第 1条　本会ʹ定款第 10 章ʹもͱ͖ͮ，抗酸菌検査法検討委員

会ʢ以下委員会ʣをおく。

第 2条　委員会理事長ͷ諮問ʹ応͡，抗酸菌検査法ʹ関͢Δ諸

事項を審議͠，諸案を作成͢Δ。

第 3条　委員会 10 名以内ͷ委員をもͬͯ構成͢Δ。委員委

員長͕推薦͠，理事会ͷ議を経ͯ，理事長͕委嘱͢Δ。委員ͷ

任期 2年ͱ͢Δ。

第 4条　委員会ʹ委員長 1名，副委員長 1名をおく。委員長理

事会͕選任͠，副委員長委員ͷ互選ʹよΓ，理事長͕委嘱͢

Δ。

2．	委員長会議を司宰͢Δ。

3．	委員長事故ͷͱ͖，副委員長͕そͷ職務を代理͢Δ。

第 5条　委員会委員長͕招集͢Δ。

第 6条　委員会委員ͷ二分ͷ一以上͕出席͠ͳけΕ，議事を

審議͠議決͢Δこͱ͕Ͱ͖ͳい。

第7条　委員会ͷ議事，出席͠た委員ͷ過半数をもͬͯ決定͠，

可否同数ͷͱ͖委員長͕決定͢Δ。

第 8条　委員会ʹ必要ʹ応͡，専門事項ʹͭいͯ委員長ͷ推薦

ʹよΔワーキンググループをおくこͱ͕Ͱ͖Δ。ワーキンググ

ループͷ委員理事長͕委嘱͢Δ。

第 9条　委員会ͷ事務，事務局ʹおいͯ処理͢Δもͷͱ͢Δ。

附　　　則

　こͷ規程平成 23 年 6 月 2 日よΓ施行͢Δ。

将来計画委員会規程

第 1条　本会ʹ定款第 10 章ʹもͱ͖ͮ，将来計画委員会ʢ以下

委員会ʣをおく。

第 2条　委員会理事長ͷ諮問ʹ応͡，本学会ͷ将来計画ʹ関͢

Δ諸事項を審議͢Δ。

第 3条　委員会 10 名以内ͷ委員をもͬͯ構成͢Δ。理事会

委員を推薦͢Δ。また，委員長こͷ他ʹ若干名ͷ委員を推薦

͢Δこͱ͕Ͱ͖Δ。委員理事会ͷ議を経ͯ，理事長͕委嘱͢

Δ。委員ͷ任期 2年ͱ͢Δ。

第 4条　委員会ʹ委員長 1名，副委員長 1名をおく。委員長理

事会͕選任͠，副委員長委員ͷ互選ʹよΓ，理事長͕委嘱͢

Δ。

2．	委員長会議を司宰͢Δ。

3．	委員長事故ͷͱ͖，副委員長͕そͷ職務を代理͢Δ。

第 5条　委員会委員長͕招集͢Δ。

第 6条　委員会委員ͷ二分ͷ一以上͕出席͠ͳけΕ，議事を

審議͠議決͢Δこͱ͕Ͱ͖ͳい。

第7条　委員会ͷ議事，出席͠た委員ͷ過半数をもͬͯ決定͠，

可否同数ͷͱ͖委員長͕決定͢Δ。

第 8条　委員会ʹ必要ʹ応͡，専門事項ʹͭいͯ委員長ͷ推薦

ʹよΔワーキンググループをおくこͱ͕Ͱ͖Δ。ワーキンググ

ループͷ委員理事長͕委嘱͢Δ。

第 9条　委員会ͷ事務，事務局ʹおいͯ処理͢Δもͷͱ͢Δ。

附　　　則

　こͷ規程平成 23 年 6 月 2 日よΓ施行͢Δ。

エキスパート委員会規程

第1条　本会ʹ定款第10章ʹもͱ͖ͮ，エキスパート委員会ʢ以

下委員会ʣをおく。

第 2条　委員会理事長ͷ諮問ʹ応͡，結核医療ͷ保健・看護，

および抗酸菌症エキスパート制度ʹ関͢Δ諸事項ͷ審議，諸案

を作成͢Δ。

第 3条　委員会 10 名以内ͷ委員をもͬͯ構成͢Δ。理事会

委員を推薦͢Δ。また，委員長こͷ他ʹ若干名ͷ委員を推薦

͢Δこͱ͕Ͱ͖Δ。委員理事会ͷ議を経ͯ，理事長͕委嘱͢

Δ。委員ͷ任期 2年ͱ͢Δ。

第 4条　委員会ʹ委員長 1名，副委員長 1名をおく。委員長理

事会͕選任͠，副委員長委員ͷ互選ʹよΓ，理事長͕委嘱͢

Δ。

2．	委員長会議を司宰͢Δ。

3．	委員長事故ͷͱ͖，副委員長͕そͷ職務を代理͢Δ。
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第 5条　委員会委員長͕招集͢Δ。

第 6条　委員会委員ͷ二分ͷ一以上͕出席͠ͳけΕ，議事を

審議͠議決͢Δこͱ͕Ͱ͖ͳい。

第7条　委員会ͷ議事，出席͠た委員ͷ過半数をͬͯ決定͠，

可否同数ͷͱ͖委員長͕決定͢Δ。

第 8条　委員会ʹ必要ʹ応͡，専門事項ʹͭいͯ委員長ͷ推薦

ʹΑΔワーキンググループを͓くこͱ͕Ͱ͖Δ。ワーキンググ

ループͷ委員理事長͕委嘱͢Δ。

第 9条　委員会ͷ事務，事務局ʹ͓いͯ処理͢Δͷͱ͢Δ。

附　　　則

　こͷ規程平成 25 年 11 月 10 日ΑΓ施行͢Δ。

国際交流委員会規程

第 1条　本会ʹ定款第 10 章ʹͱ͖ͮ，国際交流委員会ʢ以下

委員会ʣを͓く。

第 2条　委員会理事長ͷ諮問ʹ応͡，国際交流ʹ関͢Δ諸事項

ͷ審議，諸案を作成͢Δ。

第 3条　委員会 10 名以内ͷ委員をͬͯ構成͢Δ。委員委

員長͕推薦͠，理事会ͷ議を経ͯ，理事長͕委嘱͢Δ。委員ͷ

任期 2年ͱ͢Δ。

第 4条　委員会ʹ委員長 1名，副委員長 1名を͓く。委員長理

事会͕選任͠，副委員長委員ͷ互選ʹΑΓ，理事長͕委嘱͢

Δ。

2．	委員長会議を司宰͢Δ。

3．	委員長事故ͷͱ͖，副委員長͕そͷ職務を代理͢Δ。

第 5条　委員会委員長͕招集͢Δ。

第 6条　委員会委員ͷ二分ͷ一以上͕出席͠ͳけΕ，議事を

審議͠議決͢Δこͱ͕Ͱ͖ͳい。

第7条　委員会ͷ議事，出席͠た委員ͷ過半数をͬͯ決定͠，

可否同数ͷͱ͖委員長͕決定͢Δ。

第 8条　委員会ʹ必要ʹ応͡，専門事項ʹͭいͯ委員長ͷ推薦

ʹΑΔワーキンググループを͓くこͱ͕Ͱ͖Δ。ワーキンググ

ループͷ委員理事長͕委嘱͢Δ。

第 9条　委員会ͷ事務，事務局ʹ͓いͯ処理͢Δͷͱ͢Δ。

附　　　則

　こͷ規程平成 23 年 6 月 2 日ΑΓ施行͢Δ。

認定制度委員会規程

第 1条　本会ʹ定款第 10 章ʹͱ͖ͮ，認定制度委員会ʢ以下

委員会ʣを͓く。

第 2条　委員会理事長ͷ諮問ʹ応͡，日本結核病学会ͱͯ͠ͷ

ICD制度，結核・抗酸菌症認定医・指導医認定制度，͓Αび抗

酸菌症エキスパート制度ʹ関͢Δ諸事項を審議͠，諸案を作成

͢Δ。

第 3条　委員会 10 名以内ͷ委員をͬͯ構成͢Δ。理事会

委員を推薦͢Δ。また，委員長こͷ他ʹ若干名ͷ委員を推薦

͢Δこͱ͕Ͱ͖Δ。委員理事会ͷ議を経ͯ，理事長͕委嘱͢

Δ。委員ͷ任期 2年ͱ͢Δ。

第 4条　委員会ʹ委員長 1名，副委員長 1名を͓く。委員長理

事会͕選任͠，副委員長委員ͷ互選ʹΑΓ，理事長͕委嘱͢

Δ。

2．	委員長会議を司宰͢Δ。

3．	委員長事故ͷͱ͖，副委員長͕そͷ職務を代理͢Δ。

第 5条　委員会委員長͕招集͢Δ。

第 6条　委員会委員ͷ二分ͷ一以上͕出席͠ͳけΕ，議事を

審議͠議決͢Δこͱ͕Ͱ͖ͳい。

第7条　委員会ͷ議事，出席͠た委員ͷ過半数をͬͯ決定͠，

可否同数ͷͱ͖委員長͕決定͢Δ。

第 8条　委員会ʹ必要ʹ応͡，専門事項ʹͭいͯ委員長ͷ推薦

ʹΑΔワーキンググループを͓くこͱ͕Ͱ͖Δ。ワーキンググ

ループͷ委員理事長͕委嘱͢Δ。

第 9条　委員会ͷ事務，事務局ʹ͓いͯ処理͢Δͷͱ͢Δ。

附　　　則

　こͷ規程平成 25 年 10 月 1 日ΑΓ施行͢Δ。

認定制度委員会細則

ʢICD制度協議会に関する業務ʣ

第 1条　委員長͠く副委員長，ICD制度協議会ʹ出席͢

Δ。議事ʹͭいͯ必要ͳ時理事長，常務理事会，あΔい理

事会ʹ報告͠，協議͢Δ。

第 2条　日本結核病学会総会時ʹ開催͢Δ ICD講習会ͷテーϚ，

プログラϜʢ開催日時，演題͓Αび演者等ʣを総会会長ʹ提案

͠，調整ͷ上，承認を得ͯ，決定͢Δ。決定͠たテーϚ，プロ

グラϜ締Ί͖Γ期日まͰʹ ICD制度協議会ʹ対ͯ͠ ICD講

習会ͱͯ͠申請͢Δ。

第 3条　そͷ他，ICD制度協議会ʹ関͢Δ業務を行う。

ʢ結核・抗酸菌症認定医・指導医認定制度に関する業務ʣ

第4条　日本結核病学会総会Ͱͷ生涯教育セϛナーͷプログラϜ

を総会会長ͱ協議ͯ͠決定͢Δ。

第 5条　地域ʹ͓けΔ生涯教育セϛナーͷプログラϜʹͭいͯ，

当該地域ͱ協議͢Δ。

第 6条　日本呼吸器学会学術集会時ʹ開催さΕΔ合同企画ʢ生涯

教育セϛナーʮ結核講習会ʯʣͷテーϚͱプログラϜʢ演題͓Α

び演者等ʣを決定͢Δ。座長，本委員会͔Β選出͠た座長ͱ，

日本呼吸器学会感染症・結核部会͔Β選出͠た座長ͷ 2名Ͱ行

い，ʮ座長ͷ言葉ʯ，結核病学会選出ͷ座長͕作成͢Δ。決定

͠たテーϚͱプログラϜを本学会常務理事会ʹ報告͠，承認を

得ͯ，日本呼吸器学会事務局へ連絡͢Δ。

第 7条　認定制度審議委員会ʢ以下審議会ʣを補佐͢Δ。

第 8条　審議会ͷ指示ʹΑΓ，教育・用語委員会ͱ協同ͯ͠教育

プログラϜ，͓Αび教材ͷ作成，管理を行う。

第 9条　そͷ他ͷ結核・抗酸菌症認定医・指導医認定制度ʹ関͢

Δ業務を行う。

ʢ抗酸菌症エキスパート制度に関する業務ʣ

第 10条　エキスパート委員会ͱ協同ͯ͠，次ͷ業務を行う。

1．	日本結核病学会総会Ͱͷ生涯教育セϛナーͷプログラϜを

総会会長ͱ協議ͯ͠決定͢Δ。

2．	他団体主催ͷ講習会，国や地方自治体ʹΑΔ講習会等ͷプ

ログラϜʹͭいͯ，主催者ͱ協議͢Δ。

3．	地域ʹ͓けΔ生涯教育セϛナーͷプログラϜʹͭいͯ，当

該地域ͱ協議͢Δ。

第11条　エキスパート委員会ͱ協同ͯ͠認定制度審議委員会ʢ以

下審議会ʣを補佐͢Δ。

第12条　審議会ͷ指示ʹΑΓ，エキスパート委員会͓Αび教育・

用語委員会ͱ協同ͯ͠教育プログラϜ，͓Αび教材ͷ作成，管

理を行う。

第 13条　そͷ他ͷ抗酸菌症エキスパート制度ʹ関͢Δ業務を行

う。
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附　　　則

　こͷ細則平成 25 年 10 月 1 日ΑΓ施行͢Δ。

ϗームϖージ委員会規程

第1条　本会ʹ定款第10章ʹͱ͖ͮ，ϗームϖーδ委員会ʢ以

下委員会ʣを͓く。

第 2条　委員会理事長ͷ諮問ʹ応͡，ϗームϖーδʹ関͢Δ諸

事項を審議͠，諸案を作成͢Δ。

第 3条　委員会 10 名以内ͷ委員をͬͯ構成͢Δ。委員委

員長͕推薦͠，理事会ͷ議を経ͯ，理事長͕委嘱͢Δ。委員ͷ

任期 2年ͱ͢Δ。

第 4条　委員会ʹ委員長 1名，副委員長 1名を͓く。委員長理

事会͕選任͠，副委員長委員ͷ互選ʹΑΓ，理事長͕委嘱͢

Δ。

2．	委員長会議を司宰͢Δ。

3．	委員長事故ͷͱ͖，副委員長͕そͷ職務を代理͢Δ。

第 5条　委員会委員長͕招集͢Δ。

第 6条　委員会委員ͷ二分ͷ一以上͕出席͠ͳけΕ，議事を

審議͠議決͢Δこͱ͕Ͱ͖ͳい。

第7条　委員会ͷ議事，出席͠た委員ͷ過半数をͬͯ決定͠，

可否同数ͷͱ͖委員長͕決定͢Δ。

第 8条　委員会ʹ必要ʹ応͡，専門事項ʹͭいͯ委員長ͷ推薦

ʹΑΔワーΩンググループを͓くこͱ͕Ͱ͖Δ。ワーΩンググ

ループͷ委員理事長͕委嘱͢Δ。

第 9条　委員会ͷ事務，事務局ʹ͓いͯ処理͢Δͷͱ͢Δ。

附　　　則

　こͷ規程平成 23 年 6 月 2 日ΑΓ施行͢Δ。

認定制度審議委員会規程

第 1条　結核・抗酸菌症認定医・指導医認定制度規則第 3条，͓

Αび抗酸菌症エΩεパーτ規則第 4条ʹͱ͖ͮ，認定制度審

議委員会ʢ以下，審議会ʣを͓く。

第2条　審議会理事長，常務理事，認定制度委員長，エΩεパー

τ委員長，教育・用語委員長をͬͯ構成͠，理事長͕委嘱͢

Δ。

第 3条　委員会ʹ委員長 1名ͱ副委員長 1名を͓͖，委員長ʹ

理事長͕あたΓ，副委員長ʹ認定制度委員長͕あたΔ。

2．	委員長会議を司宰͢Δ。

3．	委員長事故ͷͱ͖，副委員長͕そͷ職務を代理͢Δ。

第 4条　委員会委員長͕招集͢Δ。

第 5条　委員会委員ͷ二分ͷ一以上͕出席͠ͳけΕ，議事を

開͖議決͢Δこͱ͕Ͱ͖ͳい。

第 6条　委員会ͷ議事，出席͠た委員ͷ過半数をͬͯ決͠，

可否同数ͷͱ͖委員長ͷ決͢ΔͱこΖʹΑΔ。

第 7条　委員会ͷ事務，事務局ʹ͓いͯ処理͢Δͷͱ͢Δ。

附　　　則

　こͷ規程平成 25 年 10 月 1 日ΑΓ施行͢Δ。

倫理委員会規程

第 1条　本会ʹ定款第 10 章ʹͱ͖ͮ，倫理委員会ʢ以下委員

会ʣを͓く。

第 2条　委員会理事長ͷ諮問ʹ応͡，倫理及び利益相関問題ʹ

関͢Δ諸事項ͷ審議，諸案ͷ作成ʹ関͢Δ業務を行う。

第 3条　委員会 10 名以内ͷ委員をͬͯ構成͢Δ。理事会

委員を推薦͢Δ。また，委員長こͷ他ʹ若干名ͷ委員を推薦

͢Δこͱ͕Ͱ͖Δ。委員理事会ͷ議を経ͯ，理事長͕委嘱͢

Δ。委員ͷ任期 2年ͱ͢Δ。

第 4条　委員会ʹ委員長 1名，副委員長 1名を͓く。委員長理

事会͕選任͠，副委員長委員ͷ互選ʹΑΓ，理事長͕委嘱͢

Δ。

2．	委員長会議を司宰͢Δ。

3．	委員長事故ͷͱ͖，副委員長͕そͷ職務を代理͢Δ。

第 5条　委員会委員長͕招集͢Δ。

第 6条　委員会委員ͷ二分ͷ一以上͕出席͠ͳけΕ，議事を

開͖議決͢Δこͱ͕Ͱ͖ͳい。

第 7条　委員会ͷ議事，出席͠た委員ͷ過半数をͬͯ決͠，

可否同数ͷͱ͖委員長ͷ決͢ΔͱこΖʹΑΔ。

第 8条　委員会ʹ必要ʹ応͡，専門事項ʹͭいͯ委員長ͷ推薦

ʹΑΔワーΩンググループを͓くこͱ͕Ͱ͖Δ。ワーΩンググ

ループͷ委員理事長͕委嘱͢Δ。

第 9条　委員会ͷ事務，事務局ʹ͓いͯ処理͢Δͷͱ͢Δ。

附　　　則

　こͷ規程平成 24 年 5 月 10 日ΑΓ施行͢Δ。

ガイドライン施行委員会規程

第 1条　本会ʹ定款第 10 章ʹͱ͖ͮ，Ψイυライン施行委員

会ʢ以下委員会ʣを͓く。

第 2条　委員会理事長ͷ諮問ʹ応͡，結核・抗酸菌症ʹ関͢Δ

各種Ψイυライン，マニュアルͳͲͷ作成を円滑ʹ進ΊΔたΊ

ʹ，適切ͳ発行形態ͷ基準ͳͲを策定͠，各種Ψイυライン，

マニュアルͳͲを管理͢Δ。

第 3条　委員会 10 名程度ͷ委員をͬͯ構成͢Δ。理事長・

常務理事，͓Αび結核診療，非結核性抗酸菌，菌検査，予防，

エΩεパーτʢ保健ʣͷ分野͔Β各 1名ͣͭ，また委員長こ

ͷ他ʹ若干名ͷ委員を推薦͢Δこͱ͕Ͱ͖Δ。委員理事会ͷ

議を経ͯ，理事長͕委嘱͢Δ。委員ͷ任期 2年ͱ͢Δ。

第 4条　委員会ʹ委員長 1名，副委員長 1名を͓く。委員長理

事会͕選任͠，副委員長委員ͷ互選ʹΑΓ，理事長͕委嘱͢

Δ。

2．	委員長会議を司宰͢Δ。

3．	委員長事故ͷͱ͖，副委員長͕そͷ職務を代理͢Δ。

第 5条　委員会委員長͕招集͢Δ。

第 6条　委員会委員ͷ二分ͷ一以上͕出席͠ͳけΕ，議事を

審議͠議決͢Δこͱ͕Ͱ͖ͳい。

第7条　委員会ͷ議事，出席͠た委員ͷ過半数をͬͯ決定͠，

可否同数ͷͱ͖委員長͕決定͢Δ。

第 8条　委員会必要ʹ応͡，専門事項ʹͭいͯ委員長ͷ推薦ʹ

ΑΔワーΩンググループʢ各種Ψイυライン作成委員会ʣを͓

くこͱ͕Ͱ͖Δ。ワーΩンググループͷ委員理事長͕委嘱͢

Δ。

第 9条　委員会ͷ事務，事務局ʹ͓いͯ処理͢Δͷͱ͢Δ。

附　　　則

　こͷ規定平成 29 年 10 月 12 日ΑΓ施行͢Δ。
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日本結核病学会役員および委員名簿

平成29年3月22日

五十音順　敬称略

役　　　員

 理事長　藤田　　明　　　　　　　　  会長　鈴木　克洋

 常務理事ʢ総務ʣ齋藤　武文　　　ʢ編集ʣ永井　英明　　　ʢ将来計画ʣ門田　淳一

理　事　ʢ35名ʣ任期：平成31年6月6日　*支部長

　　北海道支部ʢ3ʣ 大崎　能伸*　　 藤兼　俊明　　　高橋　弘毅

　　東 北 支 部ʢ2ʣ 阿彦　忠之*　　 三木　　誠　　　

　　関 東 支 部ʢ11ʣ 猪狩　英俊　　　尾形　英雄*　　 加藤　誠也　　　小山信一郎　　　權　　寧博　　　齋藤　武文

 高橋　典明　　　永井　英明　　　藤田　　明　　　舩山　康則　　　御手洗　聡

　　北 陸 支 部ʢ3ʣ 菊地　利明　　　藤村　政樹*　　 山本　善裕

　　東 海 支 部ʢ4ʣ 小川　賢二　　　須田　隆文　　　新實　彰男　　　長谷川好規*

　　近 畿 支 部ʢ5ʣ 一山　　智*　　 鈴木　克洋　　　田中　栄作　　　露口　一成　　　松本　智成

　　中国四国支部ʢ3ʣ 礒部　　威*　　 西井　研治　　　髙　智典

　　九 州 支 部ʢ4ʣ 門田　淳一　　　中西　洋一　　　藤田　次郎*　　 迎　　　寛

監　事ʢ2名ʣ任期：平成31年6月6日

　　　　坪井　知正　　　長谷川直樹

代議員ʢ217名ʣ任期：平成33年第96回総会定例総会

　　北海道支部ʢ6ʣ

　　　　秋山也寸史　　　網島　　優　　　大崎　能伸　　　高橋　弘毅　　　西村　正治　　　藤兼　俊明

　　東 北 支 部ʢ12ʣ

　　　　阿彦　忠之　　　阿部　修一　　　海老名雅仁　　　賀来　満夫　　　齋藤　和子　　　塩谷　隆信　　　鈴木　博貴

　　　　髙梨　信吾　　　高橋　　洋　　　本田　芳宏　　　三木　　誠　　　守　　義明

　　関 東 支 部ʢ77ʣ

　　　　青野　昭男　　　安部　光洋　　　飯島　弘晃　　　猪狩　英俊　　　石井　幸雄　　　石井　芳樹　　　石川　博一

　　　　市村　浩一　　　伊藤　邦彦　　　伊藤　玲子　　　稲瀨　直彦　　　井上恵美子　　　遠藤　健夫　　　大石　修司

　　　　大角　晃弘　　　大熊　昭晴　　　大瀬　寛高　　　大塚　眞人　　　岡田　耕輔　　　尾形　英雄　　　岡本　直樹

　　　　小川　良子　　　奥村　昌夫　　　小倉　高志　　　鹿住　祐子　　　加藤　誠也　　　河村　俊明　　　熊澤　文雄

　　　　黒田　文伸　　　慶長　直人　　　小山信一郎　　　小山　大輔　　　小林　典子　　　權　　寧博　　　齋藤　武文

　　　　櫻井　隆之　　　佐々木結花　　　佐藤　良博　　　白石　裕治　　　杉山　温人　　　高橋　典明　　　髙　幹雄

　　　　滝口　裕一　　　巽　浩一郎　　　田邉　信宏　　　戸島　洋一　　　土橋　邦生　　　永井　英明　　　永田　容子

　　　　橋詰　寿律　　　橋本　健一　　　長谷川直樹　　　羽田　憲彦　　　濱田　雅史　　　林原　賢治　　　福田　　潔

　　　　藤田　　明　　　舩山　康則　　　蛇沢　　晶　　　星野　斉之　　　૿山　英則　　　松本　建志　　　御手洗　聡

　　　　宮本　　牧　　　村田　研吾　　　澤　朋子　　　本　耕三　　　八木　毅典　　　山口　哲生　　　山口　文夫

　　　　山崎　善隆　　　野内　英樹　　　山田　嘉仁　　　吉山　　崇　　　和田　曉彦　　　渡辺　　哲　　　渡部　厚一

　　北 陸 支 部ʢ10ʣ

　　　　赤井　雅也　　　大平　徹郎　　　菊地　利明　　　桑原　克弘　　　佐藤　和弘　　　鈴木　栄一　　　西　　耕一

　　　　西堀　武明　　　藤村　政樹　　　山本　善裕

　　東 海 支 部ʢ30ʣ

　　　　池田　拓也　　　伊藤　　穣　　　稲葉　静代　　　井端　英憲　　　今泉　和良　　　妹川　史朗　　　小川　賢二

　　　　奥野　元保　　　加藤　達雄　　　小林　　哲　　　近藤　康博　　　白井　敏博　　　白井　正浩　　　進藤　　丈

　　　　進藤有一郎　　　鈴木　雅之　　　須田　隆文　　　田口　　修　　　谷口　博之　　　中村　秀範　　　中村祐太郎

　　　　新實　彰男　　　西尾　昌之　　　丹羽　　宏　　　長谷川好規　　　早川　啓史　　　堀口　高彦　　　八木　哲也

　　　　山口　悦郎　　　山本　雅史

　　近 畿 支 部ʢ33ʣ

　　　　池上　達義　　　池上裕美子　　　一山　　智　　　江村　正仁　　　大澤　　真　　　北　　英夫　　　佐藤　敦夫

　　　　重松三知夫　　　鈴木　克洋　　　鈴木雄二郎　　　高鳥毛敏雄　　　田口　善夫　　　多田　公英　　　田中　栄作

　　　　玉置　伸二　　　田村　猛夏　　　陳　　和夫　　　坪井　知正　　　露口　一成　　　德永　　修　　　冨岡　洋海

　　　　永井　崇之　　　中野　恭幸　　　中原　保治　　　花岡　　淳　　　平井　豊博　　　平田　一人　　　藤山　理世

　　　　前倉　亮治　　　松本　智成　　　松本　久子　　　南方　良章　　　安場　広高
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各種委員会委員
任期：平成31年 6月 6日　*平成30年 6月24日

編集委員
学 会 賞
選考委員

治療委員
社会保険
委　　員

予防委員
非結核性抗酸
菌症対策委員

将来計画
委　　員

エΩεパーτ

委　　　　員

認定制度
委　　員

委員長 永井　英明

会長

鈴木　克洋
理事長

藤田　　明

齋藤　武文 佐々木結花 加藤　誠也 小川　賢二 門田　淳一 阿彦　忠之 大崎　能伸

北　海　道

東　　　北

関　　　東

北　　　陸

東　　　海

近　　　畿

中国四国

九　　　州

委員長推薦

網島　　優

佐藤　　研

尾形　英雄

菊地　利明

伊藤　　穣

下内　　昭

髙　智典

宮崎　英士

藤兼　俊明

塩谷　隆信

權　　寧博

山本　善裕

今泉　和良

一山　　智

西井　研治

門田　淳一

網島　　優

高橋　　洋

石井　芳樹

桑原　克弘

加藤　達雄

露口　一成

山岡　直樹

泉川　公一

重藤えり子

石井　幸雄

近藤　康博

佐々木結花

吉山　　崇

藤兼　俊明

齋藤美和子

高橋　典明

藤村　政樹

早川　啓史

林　 清二

阿部　聖裕

岩永　知秋

西村　伸雄

髙梨　信吾

猪狩　英俊

赤井　雅也

稲葉　静代

德永　　修

矢野　修一

迎　　　寛

藤山　理世

山崎　泰宏

鈴木　博貴

本　耕三

佐藤　和弘

中川　　拓

北田　清悟

沖本　二郎

藤田　昌樹

鈴木　克洋

倉島　篤行

長谷川直樹

八木　哲也

秋山也寸史

阿部　修一

山口　哲生

大平　徹郎

新實　彰男

松本　智成

谷本　　安

安東　　優

高橋　弘毅

本田　芳宏

永田　容子

鈴木　榮一

須田　隆文

大槻登季子

岸本　伸人

力丸　　徹

石﨑　武志

下　宗彦

大崎　能伸
ʢ認定委員長ʣ

辻　　忠克

三木　　誠

髙　幹雄

安井　正英

小林　　哲

佐藤　敦夫

西岡　安彦

青木　洋介

石崎　武志

下　宗彦

　　中国四国支部ʢ18ʣ

　　　　阿部　聖裕　　　石田　　直　　　礒部　　威　　　沖本　二郎　　　岡野　義夫　　　岸本　伸人　　　國近　尚美

　　　　佐野　千晶　　　清水　英治　　　多田　敦彦　　　谷本　　安　　　中西　徳彦　　　西井　研治　　　西岡　安彦

　　　　髙　智典　　　矢野　修一　　　山岡　直樹　　　山本　晃義

　　九 州 支 部ʢ31ʣ

　　　　青木　洋介　　　安東　　優　　　伊井　敏彦　　　泉川　公一　　　井上　博雅　　　岩永　知秋　　　大湾　勤子

　　　　門田　淳一　　　川崎　雅之　　　川波　敏則　　　川畑　政治　　　小宮　幸作　　　近藤　　晃　　　澤井　豊光

　　　　重永　武彦　　　田尾　義昭　　　永田　忍彦　　　中西　洋一　　　仲本　　敦　　　橋口　浩二　　　橋永　一彦

　　　　原田　英治　　　比嘉　　太　　　福島喜代康　　　藤田　次郎　　　藤田　昌樹　　　宮崎　英士　　　迎　　　寛

　　　　柳原　克紀　　　山中　　徹　　　力丸　　徹

倫理委員
教育・用語
委　　　員

ϗームϖ
ーδ委員

抗酸菌検査法
検 討 委 員

第93回プロ
グラム委員

第94回プロ
グラム委員

Ψイυライン
施 行 委 員

委員長 中西　洋一 藤田　次郎 田中　栄作 御手洗　聡 *鈴木　克洋 門田　淳一 長谷川好規

委員長推薦 長谷川直樹

新實　彰男

高山　浩一

藤田　　明
ʢ理事長ʣ

永井　英明
ʢ編集委員長ʣ

飯沼　由嗣

礒部　　威

井端　英憲

今泉　和良

小倉　高志

賀来　満夫

掛屋　　弘

田坂　定智

田中　栄作

谷本　 安

礒部　　威

大石　修司

中村祐太郎

池上　達義

井上　博雅

樋口　武史

網島　　優

本間　光信

髙木　明子

伊藤　　穣

岩本　朋忠

佐野　千晶

柳原　克紀

*本　耕三

*桑原　克弘

*今泉　和良

*泉川　公一

*礒部　　威

*樋口　武史

*松本　健二

*松本　智成

*露口　一成
ʢ事務局長ʣ

安東　　優
ʢ事務局長ʣ

網島　　優

守　　義明

吉山　　崇

藤山　理世

菊地　利明

須田　隆文

藤田　昌樹

大崎　能伸

猪狩　英俊

石﨑　武志

門田　淳一

権　　寧博

齋藤　武文

徳永　　修

永井　英明

中西　洋一

藤田　　明

八木　哲也

柳原　克紀

進藤有一郎
ʢ委員長補佐ʣ

▲印：副委員長
国際交流委員会は活動休止中

▲

▲
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日本結核病学会役員および委員名簿

平成29年3月22日

五十音順　敬称略

役　　　員

 理事長　藤田　　明　　　　　　　　  会長　鈴木　克洋

 常務理事ʢ総務ʣ齋藤　武文　　　ʢ編集ʣ永井　英明　　　ʢ将来計画ʣ門田　淳一

理　事　ʢ35名ʣ任期：平成31年6月6日　*支部長

　　北海道支部ʢ3ʣ 大崎　能伸*　　 藤兼　俊明　　　高橋　弘毅

　　東 北 支 部ʢ2ʣ 阿彦　忠之*　　 三木　　誠　　　

　　関 東 支 部ʢ11ʣ 猪狩　英俊　　　尾形　英雄*　　 加藤　誠也　　　小山信一郎　　　權　　寧博　　　齋藤　武文

 高橋　典明　　　永井　英明　　　藤田　　明　　　舩山　康則　　　御手洗　聡

　　北 陸 支 部ʢ3ʣ 菊地　利明　　　藤村　政樹*　　 山本　善裕

　　東 海 支 部ʢ4ʣ 小川　賢二　　　須田　隆文　　　新實　彰男　　　長谷川好規*

　　近 畿 支 部ʢ5ʣ 一山　　智*　　 鈴木　克洋　　　田中　栄作　　　露口　一成　　　松本　智成

　　中国四国支部ʢ3ʣ 礒部　　威*　　 西井　研治　　　髙　智典

　　九 州 支 部ʢ4ʣ 門田　淳一　　　中西　洋一　　　藤田　次郎*　　 迎　　　寛

監　事ʢ2名ʣ任期：平成31年6月6日

　　　　坪井　知正　　　長谷川直樹

代議員ʢ217名ʣ任期：平成33年第96回総会定例総会

　　北海道支部ʢ6ʣ

　　　　秋山也寸史　　　網島　　優　　　大崎　能伸　　　高橋　弘毅　　　西村　正治　　　藤兼　俊明

　　東 北 支 部ʢ12ʣ

　　　　阿彦　忠之　　　阿部　修一　　　海老名雅仁　　　賀来　満夫　　　齋藤　和子　　　塩谷　隆信　　　鈴木　博貴

　　　　髙梨　信吾　　　高橋　　洋　　　本田　芳宏　　　三木　　誠　　　守　　義明

　　関 東 支 部ʢ77ʣ

　　　　青野　昭男　　　安部　光洋　　　飯島　弘晃　　　猪狩　英俊　　　石井　幸雄　　　石井　芳樹　　　石川　博一

　　　　市村　浩一　　　伊藤　邦彦　　　伊藤　玲子　　　稲瀨　直彦　　　井上恵美子　　　遠藤　健夫　　　大石　修司

　　　　大角　晃弘　　　大熊　昭晴　　　大瀬　寛高　　　大塚　眞人　　　岡田　耕輔　　　尾形　英雄　　　岡本　直樹

　　　　小川　良子　　　奥村　昌夫　　　小倉　高志　　　鹿住　祐子　　　加藤　誠也　　　河村　俊明　　　熊澤　文雄

　　　　黒田　文伸　　　慶長　直人　　　小山信一郎　　　小山　大輔　　　小林　典子　　　權　　寧博　　　齋藤　武文

　　　　櫻井　隆之　　　佐々木結花　　　佐藤　良博　　　白石　裕治　　　杉山　温人　　　高橋　典明　　　髙　幹雄

　　　　滝口　裕一　　　巽　浩一郎　　　田邉　信宏　　　戸島　洋一　　　土橋　邦生　　　永井　英明　　　永田　容子

　　　　橋詰　寿律　　　橋本　健一　　　長谷川直樹　　　羽田　憲彦　　　濱田　雅史　　　林原　賢治　　　福田　　潔

　　　　藤田　　明　　　舩山　康則　　　蛇沢　　晶　　　星野　斉之　　　૿山　英則　　　松本　建志　　　御手洗　聡

　　　　宮本　　牧　　　村田　研吾　　　澤　朋子　　　本　耕三　　　八木　毅典　　　山口　哲生　　　山口　文夫

　　　　山崎　善隆　　　野内　英樹　　　山田　嘉仁　　　吉山　　崇　　　和田　曉彦　　　渡辺　　哲　　　渡部　厚一

　　北 陸 支 部ʢ10ʣ

　　　　赤井　雅也　　　大平　徹郎　　　菊地　利明　　　桑原　克弘　　　佐藤　和弘　　　鈴木　栄一　　　西　　耕一

　　　　西堀　武明　　　藤村　政樹　　　山本　善裕

　　東 海 支 部ʢ30ʣ

　　　　池田　拓也　　　伊藤　　穣　　　稲葉　静代　　　井端　英憲　　　今泉　和良　　　妹川　史朗　　　小川　賢二

　　　　奥野　元保　　　加藤　達雄　　　小林　　哲　　　近藤　康博　　　白井　敏博　　　白井　正浩　　　進藤　　丈

　　　　進藤有一郎　　　鈴木　雅之　　　須田　隆文　　　田口　　修　　　谷口　博之　　　中村　秀範　　　中村祐太郎

　　　　新實　彰男　　　西尾　昌之　　　丹羽　　宏　　　長谷川好規　　　早川　啓史　　　堀口　高彦　　　八木　哲也

　　　　山口　悦郎　　　山本　雅史

　　近 畿 支 部ʢ33ʣ

　　　　池上　達義　　　池上裕美子　　　一山　　智　　　江村　正仁　　　大澤　　真　　　北　　英夫　　　佐藤　敦夫

　　　　重松三知夫　　　鈴木　克洋　　　鈴木雄二郎　　　高鳥毛敏雄　　　田口　善夫　　　多田　公英　　　田中　栄作

　　　　玉置　伸二　　　田村　猛夏　　　陳　　和夫　　　坪井　知正　　　露口　一成　　　德永　　修　　　冨岡　洋海

　　　　永井　崇之　　　中野　恭幸　　　中原　保治　　　花岡　　淳　　　平井　豊博　　　平田　一人　　　藤山　理世

　　　　前倉　亮治　　　松本　智成　　　松本　久子　　　南方　良章　　　安場　広高
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各種委員会委員
任期：平成31年 6月 6日　*平成30年 6月24日

編集委員
学 会 賞
選考委員

治療委員
社会保険
委　　員

予防委員
非結核性抗酸
菌症対策委員

将来計画
委　　員

エΩεパーτ

委　　　　員

認定制度
委　　員

委員長 永井　英明

会長

鈴木　克洋
理事長

藤田　　明

齋藤　武文 佐々木結花 加藤　誠也 小川　賢二 門田　淳一 阿彦　忠之 大崎　能伸

北　海　道

東　　　北

関　　　東

北　　　陸

東　　　海

近　　　畿

中国四国

九　　　州

委員長推薦

網島　　優

佐藤　　研

尾形　英雄

菊地　利明

伊藤　　穣

下内　　昭

髙　智典

宮崎　英士

藤兼　俊明

塩谷　隆信

權　　寧博

山本　善裕

今泉　和良

一山　　智

西井　研治

門田　淳一

網島　　優

高橋　　洋

石井　芳樹

桑原　克弘

加藤　達雄

露口　一成

山岡　直樹

泉川　公一

重藤えり子

石井　幸雄

近藤　康博

佐々木結花

吉山　　崇

藤兼　俊明

齋藤美和子

高橋　典明

藤村　政樹

早川　啓史

林　 清二

阿部　聖裕

岩永　知秋

西村　伸雄

髙梨　信吾

猪狩　英俊

赤井　雅也

稲葉　静代

德永　　修

矢野　修一

迎　　　寛

藤山　理世

山崎　泰宏

鈴木　博貴

本　耕三

佐藤　和弘

中川　　拓

北田　清悟

沖本　二郎

藤田　昌樹

鈴木　克洋

倉島　篤行

長谷川直樹

八木　哲也

秋山也寸史

阿部　修一

山口　哲生

大平　徹郎

新實　彰男

松本　智成

谷本　　安

安東　　優

高橋　弘毅

本田　芳宏

永田　容子

鈴木　榮一

須田　隆文

大槻登季子

岸本　伸人

力丸　　徹

石﨑　武志

下　宗彦

大崎　能伸
ʢ認定委員長ʣ

辻　　忠克

三木　　誠

髙　幹雄

安井　正英

小林　　哲

佐藤　敦夫

西岡　安彦

青木　洋介

石崎　武志

下　宗彦

　　中国四国支部ʢ18ʣ

　　　　阿部　聖裕　　　石田　　直　　　礒部　　威　　　沖本　二郎　　　岡野　義夫　　　岸本　伸人　　　國近　尚美

　　　　佐野　千晶　　　清水　英治　　　多田　敦彦　　　谷本　　安　　　中西　徳彦　　　西井　研治　　　西岡　安彦

　　　　髙　智典　　　矢野　修一　　　山岡　直樹　　　山本　晃義

　　九 州 支 部ʢ31ʣ

　　　　青木　洋介　　　安東　　優　　　伊井　敏彦　　　泉川　公一　　　井上　博雅　　　岩永　知秋　　　大湾　勤子

　　　　門田　淳一　　　川崎　雅之　　　川波　敏則　　　川畑　政治　　　小宮　幸作　　　近藤　　晃　　　澤井　豊光

　　　　重永　武彦　　　田尾　義昭　　　永田　忍彦　　　中西　洋一　　　仲本　　敦　　　橋口　浩二　　　橋永　一彦

　　　　原田　英治　　　比嘉　　太　　　福島喜代康　　　藤田　次郎　　　藤田　昌樹　　　宮崎　英士　　　迎　　　寛

　　　　柳原　克紀　　　山中　　徹　　　力丸　　徹

倫理委員
教育・用語
委　　　員

ϗームϖ
ーδ委員

抗酸菌検査法
検 討 委 員

第93回プロ
グラム委員

第94回プロ
グラム委員

Ψイυライン
施 行 委 員

委員長 中西　洋一 藤田　次郎 田中　栄作 御手洗　聡 *鈴木　克洋 門田　淳一 長谷川好規

委員長推薦 長谷川直樹

新實　彰男

高山　浩一

藤田　　明
ʢ理事長ʣ

永井　英明
ʢ編集委員長ʣ

飯沼　由嗣

礒部　　威

井端　英憲

今泉　和良

小倉　高志

賀来　満夫

掛屋　　弘

田坂　定智

田中　栄作

谷本　 安

礒部　　威

大石　修司

中村祐太郎

池上　達義

井上　博雅

樋口　武史

網島　　優

本間　光信

髙木　明子

伊藤　　穣

岩本　朋忠

佐野　千晶

柳原　克紀

*本　耕三

*桑原　克弘

*今泉　和良

*泉川　公一

*礒部　　威

*樋口　武史

*松本　健二

*松本　智成

*露口　一成
ʢ事務局長ʣ

安東　　優
ʢ事務局長ʣ

網島　　優

守　　義明

吉山　　崇

藤山　理世

菊地　利明

須田　隆文

藤田　昌樹

大崎　能伸

猪狩　英俊

石﨑　武志

門田　淳一

権　　寧博

齋藤　武文

徳永　　修

永井　英明

中西　洋一

藤田　　明

八木　哲也

柳原　克紀

進藤有一郎
ʢ委員長補佐ʣ

▲印：副委員長
国際交流委員会は活動休止中

▲

▲

礒部　　威

*露口　一成
ʢ事務局長ʣ

*泉川　公一

*礒部　　威

*今泉　和良

*大崎　能伸

*桑原　克弘

*樋口　武史

*松本　健二

*松本　智成

*本　耕三
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日本結核病学会名誉会員，功労会員名簿

特 別 名 誉 会 員

秋篠宮妃殿下

	 名 誉 会 員ʢ34 名ʣ	
平成 29 年 11 月 1 日

称号授与年・五十音順　敬称略

平成		 3：岩　　　喬	 平成		 4：今野　　淳	 平成	6：山本　恵一

平成		 7：島尾　忠男	 平成		 9：山本　健一

平成 11：青木　國雄，池田　宣昭，岩井　和郎，亀田　和彦，久世　文幸，福士　主計

平成 15：志村　昭光	 平成 17：石崎　　驍，小山　　明

平成 18：東　　市郎	 平成 19：荒井他嘉司

平成 21：露口　泉夫	 平成 22：斎藤　　厚，那須　　勝

平成 24：石川　信克

平成 25：阿部千代治，工藤　翔二，倉島　篤行，　　　亨

平成 26：岸　不盡彌，下方　　薫，四元　秀毅

平成 28：西村　一孝

平成 29：倉岡　敏彦，長尾　啓一，中島　由槻，西脇　敬祐，藤原　　寬，下　宗彦

	 功 労 会 員ʢ91 名ʣ	
平成 30 年 2 月 15 日

五十音順　敬称略

赤川　清子	 赤川志ͷぶ	 浅川　三男	 阿部　庄作	 荒川　正昭	 有田　健一	 安藤　正幸	

池田　東吾	 石﨑　武志	 泉　　三郎	 泉　　孝英	 稲垣　敬三	 上田　暢男	 大泉耕太郎	

大串　文隆	 大城　盛夫	 大谷　信夫	 岡田　全司	 岡田　慶夫	 小倉　　剛	 小栗　豊子	

折津　　愈	 柏木　秀雄	 片山　　透	 金澤　　實	 萱場　圭一	 河合　　健	 川島　辰男	

川城　丈夫	 川辺　芳子	 菊池　功次	 喜多　舒彦	 北村　　諭	 木村　清延	 工藤宏一郎	

久保　恵嗣	 倉澤　卓也	 栗山　喬之	 河野　　茂	 小松彦太郎	 佐藤　　研	 佐藤　　博	

重藤えΓ子	 志摩　　清	 下内　　昭	 下出　久雄	 菅　　守隆	 杉浦　孝彦	 杉田　博宣	

鈴木　公典	 鈴木　　光	 高本　正祇	 瀧澤　弘隆	 武内　健一	 竹山　博泰	 田代　隆良	

立花　暉夫	 田中　健彦	 田野　正夫	 蝶名林直彦	 津田　富康	 土屋　俊晶	 栂　　博久	

徳田　　均	 徳永　　徹	 飛世　克之	 冨岡　治明	 豊田恵美子	 中井　　準	 長尾　光修	

中富　昌夫	 中西　　敬	 新妻　一直	 二木　芳人	 長谷　光雄	 長谷川鎮雄	 原田　登之	

藤岡　正信	 藤野　忠彦	 馬島　　徹	 町田　和子	 光山　正雄	 望月　吉郎	 岡　茂治	

山岸　文雄	 吉川　公章	 吉田　文香	 吉田　　稔	 和田　雅子	 渡辺　　彰	 渡辺憲太朗	

日本結核病学会名誉会員並びʹ功労会員推薦内規

1.	　支部名誉会員候補͓よび功労会員候補を理事長ʹ推薦Ͱ

きΔ。

2.	　理事長，推薦さΕた候補者ʹついͯ理事会，代議員会ͷ

議を経ͯ推挙͢Δ。

3.	　功労会員，次ͷ 4項目ͷいͣΕ͔を満たし，年齢 65歳以

上ͷ者を基準ͱ͢Δ。

　ᾇ　会長経験者

　ᾈ　本学会ͷ理事もしく監事併ͤͯ 2期ʢ通算 4年ʣ以上

　ᾉ　各種委員会ͷ委員を異ͳΔ期間ʹ͓いͯ 3期ʢ通算 6年ʣ

　　以上

　ᾊ　代議員 12 年以上

4.	　名誉会員，次ͷ 3項目中 2つを満たし，年齢 70歳以上ͷ

者を基準ͱ͢Δ。

　ᾇ　会長経験者

　ᾈ　本学会ͷ理事もしく監事併ͤͯ 3期以上

　ᾉ　代議員 15 年以上

附　　　則

　こͷ内規，平成 11 年 4 月 17 日よΓ施行͢Δ。

⎛ ⽱
⽰ ⎠

⎛ ⽱
⽰ ⎠
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平成 30 年度賛助会員

ʢ五十音順ʣ

一般社団法人免疫診断研究所

ΦックεフΥード・イムノテック株式会社

株式会社キアゲン

第一三共株式会社

日本ビーγーδー製造株式会社
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